
第34回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第23回 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会
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社団法人全国高等専門学校体育協会マーク

全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首.他の 4本を翼にして,鳩を表徴 して

いる。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の情円は大地を意味し.技術がしっかりと地についたものであ

ることを求める。

心.技,体の 3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。

私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年盛夏            赤 澤 鶴太郎

作家のご紹介

元 京都高等工芸学校助教授
元 京都市染色試験所図案部長
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あ い さ つ

財団法人 日本バ ドミン トン協会

会長 櫻 内 義 雄

このたび,第 23回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が,南国市立スポーツセ

ンターで開催されますことは誠に喜ばしいかぎりであります。

全国各地の予選を勝ち抜かれ,晴れの代表として出場された選手諸君はこれまでたゆま

ぬ練習をつまれ,本大会を目指してこられたものと推察いたします。日頃の成果を存分に

発揮され,正々堂々と,全力を尽 くし,輝かしい成績を挙げられることを期待しておりま

す。

本大会は競技技術の向上はもとより,心身の成長を培い,健全なスポーツ精神を養う場

でもあります。勝敗のみにこだわることなく,こ の大会を機に,高等専門学校相互の親睦

や交流がよリー層深められ,さ らに,本大会で得られた友情や交流の経験が今後の諸君の

人生の中で生かされることを願つてやみません。

おわりに,本大会の開催にあたりご尽力いただきました関係者の皆様に深く感謝の意を

表しますとともに,本大会の今後のご発展を心からお祈 り申し上げまして挨拶といたしま

す。
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あ い さ つ

社団法人 全国高等専門学校体育協会

斉  藤

このたび,四国山脈の懐に抱かれ,四海に臨むここ四国を担当地区とする第34回全国高

等専門学校体育大会に,全国62校の高等専門学校を代表する学生諸君が集い,盛大なる若

人の祭典が開催されますことは,誠に喜びにたえません。

阿南工業高等専門学校を担当校とし,同校ならびに高松工業高等専門学校,詫間電波工

業高等専門学校,新居浜工業高等専門学校,弓削商船高等専門学校,高知工業高等専門学

校,神戸市立工業高等専門学校を開催校として行われるこの大会に,全国 8地区の予選を

勝ち抜いて出場の栄誉を得られた皆さんが,厳 しい練習の中これまで培ってこられた力を

遺憾なく発揮され,正 々堂々と健闘されるとともに,競技をとおしてお互いの友情を育ま

れることを期待しています。

本大会の目的は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会を与

え,技術の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り,心身ともに健康な学生を育成し,

加えて高等専門学校相互の親睦をはかることにあります。

皆さんひとりひとりが, この大会の目的を念頭におかれ,高等専門学校の学生として,

また,ス ポーツを愛する一人の人間としてふさわしく節度のある行動のもと,所期の目的

を達成されますよう切望します。

最後になりましたが,本大会の開催にあたり,多大なるご尽力をいただきました各競技

開催校の関係者各位に深謝いたしますとともに, ご後援くださいました文部省,財団法人

日本体育協会,徳島県,香川県,愛媛県,高知県,兵庫県,徳島市,阿南市,高松市, 丸

亀市,善通寺市,詫間町.松山市,新居浜市,西条市,弓削町.南国市,春野町,神戸市

をはじめ多数の関係機関・団体,ま たご協力くださいました多くの皆様に,心よりお礼申

し上げます。
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祝

文部大臣 有 馬 朗 人

第34回全国高等専門学校体育大会が,全国から多数の選手・役員の参加を得て開催され

るに当たり,一言お祝いの言葉を申し上げます。

近年,国民のスポーツや健康に対する関心は大変高まっており,本大会に参加された選

手の皆さんも, 日ごろからスポーツに親 しみ,充実した学校生活を過ごされていることと

思います。このことは,皆さんが生涯にわたってスポーツに親 しむ態度を培っていく観点

からも誠に有意義なことであり,今後の人生においても素晴らしい財産となることと思い

ます。

本大会は,ス ポーツを通 じて心身ともに健康な学生の育成と相互の親睦を図ることを目

的として開催される,我が国の高等専門学校における一大スポーツイベントであります。

選手の皆さん, どうか各競技において日ごろ鍛えられた力と技を存分に発揮し,若者ら

しくはつらつとした試合を展開してください。そして,全国各地から集まった仲間との友

情の輪を広げ,た くさんの良き青春の思い出を作り,心に残る大会とされますよう願って

います。

終わりに,本大会の開催に御尽力された関係の皆様に深く敬意を表しますとともに,本

大会が今後ますます発展していくことをお祈りして,お祝いの言葉といたします。
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あ い さ つ

第34回全国高等専門学校体育大会

実行委員長 米  山

このたび,全国62校の高等専門学校を代表する2,000有余名の選手の皆さんをここ四国

地区にお迎えし,第34回全国高等専門学校体育大会を開催できますことは,大 きな喜びと

するところであります。開催校の各高等専門学校及び担当校を代表して心から歓迎申し上

げます。

本大会は,高松 (バ レーボール男子 。バ レーボール女子),詫間 (陸上競技・バスケッ

トボール・ ソフトテニス),新居浜 (剣道・硬式野球・サッカー).弓削 (卓球・テニス ),

市

フ2【

高知 (ハ ンドボール・バ ドミントン),神戸市立 (ラ グビーフットボール),阿南 (柔道・

水泳)の計 7高専で開催されます。

い伸びやかに競技する人とともに,四国と本州を結ぶ三架橋を描き,海の上を飛び交うか

もめを自由の象徴として配しています。選手の皆さんの渡刺とした力限りのプレイがなさ

れるとともにお互いが熱き友情で結ばれることを期待しています。

四国は,中央に山々をいただき周囲には海を臨む風光明媚な土地です。また,四県それ

ぞれに連綿と続く独自の歴史と文化の息づくところでもあります。皆さんが,それらに接

することで青春の新たな一歩を刻まれるなら,それは私たちにとっても大いなる喜びです。

最後に,本大会を開催するにあたり,多大なご支援, ご協力をいただきました関係諸団

体ならびに関係各位に心から感謝申し上げまして,歓迎の挨拶といたします。

第34回大会は, “Try Your Best''を スローガンとし,シ ンボルマークには, 力いっぱ
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大 会 役 員

名 誉  会
い 日本パ レー ボー ル協 会 会長

輌1全 日 本 柔 道 連 盟 会 長

m日 本 サ ッ カ ー 協 会 会 長

働 日本ハ ン ドボー ル協 会 会 長

α,日 本 テ ニ ス 協 会 会 長

働 日本バ ドミン ト ン協 会 会長

宮 城 工 業 高 等 専 門 学 校 長

勉

行  光

俊 一 郎

功

喜 一 郎

義  雄

長

斉 藤 正 三 郎

長

育 英 工 業 高 等 専 門 学 校 長

詫間電波工業高等専門学校長

弓 削 商 船 高 等 専 門 学 校 長

阿 南 工 業 高 等 専 門 学 校 長

動1日 本ハンドボール協会専務理事

m日 本バ ドミントン協会副会長

m日 本バ ドミントン協会副会長

問

文 部 省 体 育 局 長

慨1日 本バスケットボール協会会長

動 日本 サ ッカー協 会副 会長

働 日本 サ ッカー協 会副会長

同 日 本 水 泳 連 盟 会 長

愛  媛  県  知  事

徳 島 県 知 事
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中 牟 田
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新居浜工 業 高等 専門学 校長

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校 長

い 日本 テ ニ ス 協 会 副 会 長

m日 本 テ ニ ス 協 会 副 会 長

m日 本パ ドミントン協会副会長

働日本バドミントン協会専務理事

文 部 省 高 等 教 育 局 長

鰯1日 本 体 育 協 会 会 長

同 全 日 本 剣 道 連 盟 会 長

い 日本サ ッカー協 会副会長

い 日本ハンドボール協会副会長

香  り|1  県  知  事

高 知 県 知 事

香 川 県 教 育 長
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善 通 寺 市 長
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松 山 市 長

西 条 市 長

南 国 市 長

徳 島 市 長

高 松 市 教 育 長

善 通 寺 市 教 育 長

松 山 市 教 育 長

西 条 市 教 育 長

南 国 市 教 育 長

徳 島 市 教 育 長

α)香 川 県 体 育 協 会 会 長

α)高 知 県 体 育 協 会 会 長

高 松 市 体 育 協 会 会 長

松 山 市 体 育 協 会 会 長

餞)西 条 市 体 育 協 会 会 長

南 国 市 体 育 協 会 会 長

徳 島 市 体 育 協 会 会 長

香 川 陸 上 競 技 協 会 会 長

香川県ソフ トテニス連盟会長

愛 媛 県 卓 球 協 会 会 長

愛 媛 県 剣 道 連 盟 会 長

愛 媛 県軟 式 野 球 連 盟 会 長

新 居 浜 野 球 協 会 会 長

愛 媛 県 サ ッ カ ー 協 会 会 長

愛 媛 県 テ ニ ス 協 会 会 長

高知県バ ドミントン協会会長

徳 島 県 水 泳 連 盟 会 長

木更津工業 高等 専門学 校長

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校 長

長 野 工 業 高 等 専 門 学 校 長

舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校 長

北 九州工業 高等 専 門学 校長

m日 本 テニ ス協 会専務理事

参

山 田 勝  兵

芳  村    仁

浅黄 谷 岡」 寛

白 石 成 人

坂 本 正 史

南   操  二

新 居 浜 市 長

弓   肖り   町   長

春 野 町 長

阿 南 市 長

丸 亀 市 教 育 長

詫 間 町 教 育 長

新 居 浜 市 教 育 長

弓 削 町 教 育 長

春 野 町 教 育 長

阿 南 市 教 育 長

同 愛 媛 県 体 育 協 会 会 長

m徳 島 県 体 育 協 会 会 長

m丸 亀 市 体 育 協 会 会 長

新 居 浜 市 体 育 協 会 会 長

弓 削 町 体 育 協 会 会 長

春 野 町 体 育 協 会 会 長

阿 南 市 体 育 協 会 会 長

香川県バスケットボール協会会長

香川県バ レーボール協会会長

松 山 市 卓 球 協 会 会 長

新 居 浜 市 剣 道 連 盟 会 長

愛媛県高等学校野球連盟会長

西 条 野 球 協 会 会 長

新居浜 市サ ッカー協会会長

高知県ハ ンドポール協会会長

徳 島 県 柔 道 連 盟 会 長

阿 南 市 水 泳 連 盟 会 長

与

奈 良工 業 高 等 専 門 学 校 長

福 島 工 業 高 等 専 門 学 校 長
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中 村
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入  交
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△

阿 南 工 業 高 等 専 門 学 校 長   米  山 宏

副 委  員 長

実 行 委 員
=

長口員委
一
丁
′
′
―実

高 松 工 業 高 等 専 門 学 校 長

新居浜工 案 高等 専 門学 校長

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校 長

阿南工業高等専門学校教務主事

隋

¨

健

ヨ應
3で

平
　
砂
　
岩
　
横

鎌  田

吉  澤

松  浦

坂  本

由 良

出 渕

長谷川

権  藤

堀  内

山  本

有  馬

大  橋

有  馬

近  藤

小  野

村  上

河  田

奥  山

相  根

忠  男

弘

恒  星

昇

具  償

諭

幹  郎

隆

典  明

紀  充

幸一郎

弘  智

正  寛

弘  智

祐  史

安季 良

純  一

純

真  吾

博  道

森

松

中 瀬

大  澤

田 村

中  瀬

高 橋

田  口

吉  澤

高 橋

福  井

巳紀 生

弘  和

隆  雄

巳紀 生

義  一

写

恒  星

宏  明

智  史

川

本

田

田

根

川

田

上

詫間電流工業高等専門学校長

弓 削 商 船 高 等 専 門 学 校 長

神戸市立工業高等専門学校長

阿南工業高等専門学校学生主事

布 川

田

本

木

長

樹

夫

芳

三
　
明

　

一

駿

安
　
茂主

目

口貝

高松工業高等専門学校学生主事

″     体育教官

″     学生課長

″  ′`スケゥトポール部頂問

″  ′`レーボール彗女子日間

″    卓球部顧間

″    剣道部順間

″  サッカー部顧間

″    ′`ドミントン部願問

詫間電波工業高等専門学校学生主事

″     体育教官

″     学生課長

″  ′`スケフトボール部田問

″  ′`レーボール部女子頂問

″    卓球部願間

″    剣道部顕問

″  サッカー部願間

″    ノ
`ド

ミントン部讚問

新居浜工業高等専門学校学生主事

″     体育教官

″     :事 務部長

″  陸上競技部顧問

″  ′`レーボール部男子願間

″ ソフトテニス部願問

高松工業高等専門学校体育主任

″     事務部長

″  陸上競技部願問

″  ′(レーボール部男子頂問

″   ソフトテニス部願問

″     柔道部顧問

″  硬式野球部願問

″    テニス部頂問

″    水泳部顧問

詫間電流工業高等専門学校体育主任

″     事務部長

″  陸上競技部顧問

″  バレーボール部男子願問

″   ソ`フトテニス部顧問

″    柔道部顧問

″  硬式野球部顧問

″    テニス部顧問

″    水泳部顧問

新居浜工業高等専門学校体育主任

″     体育教官

″     学生課長

″ ′
`ス

ケフトボール部日間

″  ′`レーボール部女子讚問

″    卓球部顧間

塩  田 政

万亀 山  貞

塩  田 政

高  吉  清

岡  史

通河
　
田

三
　
河

義

夫

義

文

“カ

進

I:tlも

」
=

也

長

鰭

真

安

ラ

日  正

む   古   ~

ス  人  _

鍋  克

藤  進

田 博  範△
7

山

」
=

新

鴻

司
　
二

清

英

井
　
城

村

今

有
　
正

福川
　
田

香

竹

貴

敦

政

ヨ‖

士

己

明
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″    柔道部顧間

″  硬式野球部顧間

″   テニス部顧問

″    水泳部願間

弓削商船高等専門学校学生主事

″     体育教官

″     学生課長

″  バスケフトボール3日間

″  ′`レーボール部女子願問

″    卓球部順問

″    剣道部願問

″  サッカー部順問

″    ′`ドミントン部願問

高知工業高等専門学校学生主事

″     体育教官

″     事務部長

″  陸上競技部願問

″  ′
'レ

ーボール部男子頂間

″    ソフトテニス憲旧
『
ヨ

″    柔道部願問

″  硬式野球部願問

″    ハンドポール部日間

″    ′`ドミントン部■問

神戸市立工葉高等専門学校学生主事

″     体育教官

″     体育教官

″  ラグピーフットボール部願問

阿南工業高等専門学校体育主任

″     体育教官

″     学生課長

″  ′{スケットボール31問

″  ′`レーボール部女子頂問

″    卓球部願問

″    剣遺部願問

″  サッカー部願問

″    ′`ドミントン部日間

剣道部願問

サッカー部顧問

′`ドミントン部層問

弓削商船高等専門学校体育主任

″     事務部長

″  陸上競技部顧間

″  ′`レーボール部男子願問

″   ソフトテニス都日間

″     柔道部頂間

″  硬式野球部顧間

″    テニス部顧問

″    水泳部顧間

高知工業高等専門学校体育主任

″     体育教官

″     学生課長

″  ′`スケットボール部椰。,

″    ′{レーボール彗女子日間

″    卓球部順間

″    剣道部願間

″  サッカー部頂間

文
　
司

佳
　
知

口
　
橋

谷
　
高

ラ

安
　
西

田
　
藤
　
谷

博
　
進
　
郁

範

夫

正

脩

弘

隆

登

秀

育

倫

彦

二郎

史

貝」

巧

倫

志 賀 信 哉

塚  野    修

岩 堀 宏 治

上 岡 範 雄

行

樹

敏

秀

田
　
山

澤

秋

修
　
一
一　
雄

健

徳

家
　
上
　
尾

中

村
　
山

″    水泳部顧問

神戸市立工業高等専門学校体育主任

″     体育教官

″     事務室長

″  ラグビーフットボール部讚問

阿南工業高等専門学校体育教官

″     事務部長

″  陸上競技部顧問

″  ′`レーボール郎男子讚間

″   ソフトテニス部願問

″    柔道部願間

″  硬式野球部願問

横  井  信

田 中

村  上  知

野  口

野  田 俊

葛  目 幸

鶴    秀

浜  中  俊

中  山  恭

川  崎

福  島  英

西  原  俊

岡 林  宏

長  山  和

横  井  克

山  口

福  島  英

尾  崎  信

川 上  隆

=ヽr

+
′r

小森

岩

伊

多

櫛

尾

田

」ョ

松

中

上  江

益  弘

澤  本

西  森

芝

澤  本

大  谷

高  木

川  上

中  林

赤  松

藤  田

中  川

小森 田

森  本

尾  崎

上  野

若  林

今  田

岩  佐

天 羽

湯 城

上  野

中 村

夫

治

皿

ノヽ 良F

也

日

久

民

俊

員リ

明

穂

敏

貝」

行

平

之

司

夫

勝

平

信

哲

憲

日
Fヨ

1■

刀ヽ

治

1■

和

勝

浩

重

矛」

義

員

耕

大

浩

健

和

豊

耕

厚

テニス部顧問

司

岸 本 三 男

テニス部顧問

田

出

田

森

崎

丹

田

田

崎

中

川

本

雅  裕

正  治

敏

勇  人

茂

イ申

博  夫

雅  弘

員  行

達  治

勝  幸

高 志
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第34回 (平成11年度)全国高等専門学校体育大会実施要項

1.開催趣旨

全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会を,え ,

技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高専相互の親|1上を図

ることを目的として開催する。

主  催

社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

後  援

文部省

幌1日 本体育協会,側1日 本陸上競技連盟,朝1日 本ソフトテニス連盟,0日 本卓球協会,
0全 日本剣道連盟,い日本水泳連盟
徳島県.香川県,愛媛県,高知県.兵庫県
徳島県教育委員会,香川県教育委員会,愛媛県教育委員会,高知県教育委員会,兵庫県教育委員会
徳島市,阿南市,高松市,丸亀市,善通寺市,詫間町.松山市,新居浜市,西条市.弓削町.南国市 ,
春野町,神戸市

徳島市教育委員会,阿南市教育委員会,高松市教育委員会,丸亀市教育委員会,善通寺市教育委員会 .

詫間町教育委員会,松山市教育委員会,新居浜市教育委員会.西条市教育委員会.弓削町教育委員会 .

南国市教育委員会,春野町教育委員会,神戸市教育委員会

い徳島県体育協会,働香川県体育協会,け愛媛県体育協会,②高知県体育協会
徳島市体育協会,阿南市体育協会,高松市体育協会,い丸亀市体育協会,松山市体育協会,
新居浜市体育協会,②西条市体育協会,弓削町体育協会,南国市体育協会,春野町体育協会
徳島県柔道連盟,徳島県水泳連盟,阿南市水泳連盟,香川陸上競技協会,香川県バスケットボール協会,
香川県バ レーボール協会,香川県ソフトテニス連盟,愛媛県卓球協会,松山市卓球協会,愛媛県剣道連盟

新居浜市剣道連盟.愛媛県軟式野球連盟,愛媛県高等学校野球連盟.新居浜野球協会,西条野球協会
m愛:媛県サッカー協会.新居浜市サッカー協会,愛媛県テニス協会,高知県ハンドボール協会,
高知県バドミントン協会,兵庫県ラグビーフットボール協会
朝日新聞社,毎 日新聞社.読売新聞社, 日本経済新聞社,日 刊工業新聞社,日 本工業新聞社,
腕文教ニュース社,徳島新聞社,共同通信社徳島支局.NHK徳 島放送局,四国放送.四国新聞社,
NHK高 松放送局.西 日本放送,KSB瀬 戸内海放送.愛媛新聞社,NHK松 山放送局,南海放送 .

あいテレビ,テ レビ愛媛.愛媛朝日テレビ,高知新聞社,NHK高 知放送局,RKC高 知放送 ,

テレビ高知,KSSさ んさんテレビ
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全国高等専門学校体育協会

日本バスケットボール協会

日本バ レーボール協会
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日本ラグピーフットボール協会

日本ハンドボール協会

日本テニス協会

日本バドミントン協会



4.担当地区  四国地区

5.担 当 校  阿南工業高等専門学校

6.開 催 校

高松工業高等専門学校.詫間電波工業高等専門学校,新居浜工業高等専門学校,弓削商船高等専門学校.

高知工業高等専門学校,神戸市立工業高等専門学校,阿南工業高等専門学校

7.大会期日 平成11年 8月 5日 Q・ 6日 0。 7日 0。 8日 ③

平成12年 1月 4日∞・ 5日③・ 7日③ 。9日 (日 )

(冬期は,ラ グビーフットボール競技のみ )

8.競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場  一覧表のとおり

9.大会事務局

第譴回全国高等専門学校体育大会事務局を,阿南工業高等専門学校内に置く。

各種目ごとの事務局は該当競技開催校に置く。

10.競技方法  各種目別競技実施要項による。

11.参加資格及び参加人数

全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項による。

12表  彰

全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項による。

i3.参加申込方法  各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

14.競技の組合せ  各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

15.選手の変更   各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

16.開会式及び閉会式

(1)総合開会式は実施しない。

(2)種 目別開会式及び閉会式については,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

17.打合せのための時間

各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

13分担金及び参加料

(1)分 担 金

分担金は,1校当たり225,αЮ円とし,別途,社団法人全国高等専門学校体育協会事務局から請求書

が送付されるので,それにより社団法人全国高等専門学校体育協会事務局に納付する。
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(2)参 加 料

ア.団体戦は,各種目別競技実施要項記載の金額とする。 1チーム当たりの金額は,「1,500円 ×最大登

録選手数」により積算する。(ただし,ラ グビーフットボールは,1チーム当たり3,∞0円とする。)

イ.個人戦は,選手 1人当たり1,5∞円とする。

ウ.団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は,重複して参加料は徴収しない。

工.納付は,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。なお.既納の参加料は返還 し

ない。

19.宿  舎  宿舎の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

20.そ の 他

(1)選手の競技中の事故については,主催者側で応急処置を施すが,その後の処置は当該校で行うこと。

(2)選手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。

(3)日 本体育・学校健康センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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競技種目・競技日程・開催校・競技会場一覧表

競 技 種 目 競 技 日 程 開   催   校 競 技 会 場

陸 上 競 技
平成11年

8月 8日 (日 )
詫間電波工業高等専門学校 香 川 県 立 丸 亀 競 技 場

バスケットボール

平成11年

8月 7日 0
8日 (日 )

詫間電波工業高等専門学校 善 通 寺 市 民 体 育 館

バレーボール

男

　

子

平成11年

8月 7日①

8日 (日 )

高 松 工 業 高 等 専 |‖ l学 校 高 松 市 総 合 体 育 館

女

　

子

平成11年

8月 7日①

3日 (日 )

ソ フ ト テ ニ ス

平成11年

8月 7日 CD

8日 (日 )

詫間電波工業高等専門学校
丸亀市総合スポーツセンター

テ  ニ  ス  コ ー  ト

卓 球

平成11年

8月 7日ω
8日 (日)

弓 削 商 船 高 等 専 門 学 校 松山市総合コミュニティセンター

柔 道
平成11年

8月 7日①
阿 南 工 業 高 等 専 門 学 校 徳 島 県 立 中 央 武 道 館

貪」 道
平成11年

8月 7日 (1)
新居浜工業高等専門学校 新 居 浜 市 民 体 育 館

硬 式 野 球

平成11年

8月 7日 ω

8日 (日)

新居 浜工業 高等 専門学 校
新 居 浜 市 営 球 場

西 条 市 ひ う ち 球 場

サ ツ カ

平成11年

8月 5日 (付～

8日 (日)

新居浜工業高等専門学 校 新 居 浜 市 営 サ ッ カ ー 場

ラグビーフットボール

平成12年

1月 4日ひ)5日 ③
7日 (金,。 9日 0

神戸市立工業高等専門学校 神戸総合運動公園陸上競技場

ハ ン ドポ ー ル
平成11年

8月 7日 0
8日 (日 )

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校 高知県春野総合運動公園体育館

ア ス

平成11年

8月 6日 (0～
8日 (日 )

弓 削 商 船 高 等 専 門 学 校 えばらガーデンテニスコート

バ ド ミ ン ト ン

平成11年

8月 7日ω
8日 (日)

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校 南国市立スポーツセ ンター

水 泳
平成11年

8月 7日 0
阿南工 業 高 等 専 門 学 校 徳 島 県蔵 本 公 園 プ ー ル
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ロ第 34 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第 23 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会ロ
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高知県バ ドミン トン協会

会長 結 城 健 輔

このたび,全国の予選を勝ち抜かれた選手の皆さんや監督,な らびに役員の方々をお迎

えして,第 23回全国高等専門学校バ ドミントン選手権大会が,高知県南国市立スポーツセ

ンターにおいて盛大に開催されますことは,誠に喜ばしく心より歓迎申し上げます。

本大会は,全国各地の高等専門学校でバ ドミントンを愛好する皆さんが一堂に会する最

大のイベントであり, 日頃の練習の成果を発揮する場であるとともに,互いの親睦と友好

を深めるまたとない機会でもあります。

どうか選手の皆さん,さ わやかに競技をし,全国から集まった仲間とともに友情の輪を

ひろげてください。この大会が思い出深いよき青春の 1ページとなることを期待してやみ

ません。

本県バ ドミントン協会といたしましても,厳 しい暑さの中ですが,選手の皆さん方がそ

れぞれの実力を遺憾なく発揮できるよう,ま た気持ちよくプレーできるように準備を進め

てまいりました。先日,平成14年の国民体育大会が高知県で開催されることが正式決定し,

小・中・高校生から一般までの選手強化と普及,役員・審判員養成,さ らには組織の充実

のために尽力しているところです。

このような折 りに,本大会が開催されますことは,必ずや本協会の発展と平成14年の

「よさこい高知国体」の成功に寄与するものと確信しております。

最後になりましたが,本大会の成功と今後の発展を心から祈念申し上げるとともに,本

大会の開催にあたってご協力をいただいた関係者の皆様に厚 くお礼申し上げ,歓迎の挨拶

といたします。
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歓迎のごあいさつ

校 長 岩 田 明

第23回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が南国市のご協力により当地で開催

される運びとなりました。本競技の主管校をおおせつかっている高知高専校長として,ご

参加の選手諸君や関係者の方々を心から歓迎する次第です。

選手諸君は各地の予選を勝ち抜かれ,全国大会に出場される機会に恵まれました。です

から,是非とも日ごろの鍛錬の成果を試合で十分に発揮してくださるよう願っています。

競技にあっては技とともに,精神的な要因にも細心の留意の不可欠なことはご承知のとお

りです。個人の意志も,チームプレーにおける相互支援も,応援団との心の疎通も,観客

や施設の雰囲気も,精神状態に微妙に影響することは想像に難くありません。これら多様

な要因が重なり合ったなかで,自 らの実力を十三分に発揮 してほしいのです。この経験は

これから皆さんが社会の中で伸びていくうえでの貴重な糧となるに違いありません。

試合にあっては最大限のフェアプレイで,試合が終わればこのうえもない友情を各高専

の選手一同と育まれることを切望 しています。この地,高知の夏は他の地方にくらべて厳

しいものがあります。しかし,私たち関係者は暑さを一蹴するような気持ちで選手諸君を

お迎えし,少 しでも良い環境のもとに試合をしていただけるように努めたいと思っていま

す。

試合が終わりましたら,東西300kmにおよぶ高知の自然と近代日本の黎明期に土佐の高

知から舞い上がった一陣の風のあとも楽しんでほしいと願っています。

終わりにあたり,本大会を開催するにあたり多大のご支援を賜った,高知県バ ドミント

ン協会をはじめ,関係諸団体および役員各位に厚く感謝申し上げ,歓迎のご挨拶といたし

ます。
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天 日  程

[会 議 ]8月 6日 (金)15:00～ 代表者会議

△
西

[競 技]南 国市立スポーツセンター
8月 7日 (土)8:45

9:00～

9:30～

開  場

開 会 式

競技開始 団体戦

男子個人戦複

女子個人戦複

8月 8日 (日 )9:00 開  場

9:30～  競技開始 男子個人戦単

女子個人戦単

競技終了後 閉会式

式 典 次 第

曰 曰

|テ」
●

ルヽ 閉 〈
〓

〈
不 式

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
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場
　
ばと

入
´
　

この

手

　
‘式

選
　
開

1 選   手   整 列

ば

ヨ
=′ヽ

彰

ば

ば

場

開 会 宣 言

優勝杯・ レプ リカ授 与

優勝楯返還・ レプリカ授与

開 会 の こ と ば

歓 迎 の こ と ば

来 賓 あ い さ つ

競 技 ・ 審 判 上 の 注 意

選   手   宣  誓

閉 式 の こ と ば

選 手 退 場

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

ン
」
　

　

　

　

　

　

　

ン
」
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宣
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手

式
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式

開

成

表

閉

閉

閉

選
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天 役  員

財)日 本バ ドミン トン協 会 会長

財)日 本バ ドミントン協会副会長

幅)日 本バ ドミントン協会副会長

財)日 本バ ドミントン協会副会長

高知県バ ドミン トン協 会会長

(神全国高等専門学校体育協会会長

財)日 本バ ドミントン協会専務理事

(ID全 国高等専 門学校体 育協 会

バ ドミントン競技専門部部長

高知県バ ドミントン協会副会長

高知県バ ドミントン協会副会長

高知県バ ドミントン協会副会長

高知県バ ドミントン協会副会長

高知県バ ドミントン協会副会長

高  知   県   知   事
高 知 県 教 育 委 員 会 教 育 長

財)高 知 県 体 育 協 会 会 長

南   国   市   長
南 国 市 教 育 委 員 会 教 育 長

南 国 市 体 育 協 会 会 長

0日 本バ ドミン トン協 会顧 問

△
西

大会名誉会長

大会名誉副会長

4- △  ´、 」三
ノヽ  =  7ヽ   ユえ

大 会 副 会 長

7,1

雄

輔

務

司

輔

郎

男

三

義

民

　

祐

健

生

稔

内

貫

水

宅

城

藤

井

櫻

綿

清

三

結

斉

遠

三

三

三

晟

人

夫

郎

人

郎

純

郎

稔

平

男

三

男

男

朗

郎

嗣

一

生

一

恒

三

庸

記

夫

二

　

二

順

潮

健

　

真

章

大

正

太

　

善

　

洋

和

純

芳

哲

喜

義

勝

　

章

俊

　

健

　

基

三

本

森

瀬

詰

本

政

本

良

交

田

森

尾

木

知

崎

川

掛

　

　

谷

田

間

渡

藤

岡

手

藤

藤

砂

西

勝

橋

坂

武

橋

吉

入

浜

西

森

佐

愛

岩

吉

沓

森

林

関

森

久

石

真

奈

玉

伊

加

間
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寿

治

雄

吉

之

治

夫

臣

保

市

市

一

一

久

美

宣

治

一

郎

生

治

二

道

志

市

夫

稽

秋

郎

宏

一

郎

武

雄

穂

正

三

裕

敬

安

音

宏

忠

伸

仁

　

　

角

清

正

嘉

淳

博

正

信

登

開

覚

昭

昌

清

昇

重

寿

光

小

淳

修

高

　

幸

茂

　

洋

純

田

田

田

浦

澤

上

橋

本

藤

川

本

場

田

山

倍

田

倉

元

田

口

川

木

田

利

端

橋

島

里

多

宮

田

木

野

山

田

瀬

　

本

和

上

杉

長

宮

村

八

柿

佐

塩

橋

相

権

九

安

植

高

秋

平

山

柳

青

池

毛

川

高

中

五

内

小

吹

並

牧

村

門

楠

池

竹

財)日 本バ ドミン トン協 会 顧 問

高知 県バ ドミン トン協 会 顧 問

顧 問
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雄

一

誠

一

晃

利

生

夫

明

明

壮

雄

一

一

徳

夫

怜

悟

朗

武

寛

一

徳

夫

男

郎

明

房

男

滋

文

治

征

男

宇

夫

栄

清

　

幸

　

武

節

基

利

嘉

　

成

鉱

栄

光

保

　

　

芳

　

　

義

三

牧

英

一

善

隆

忠

　

和

寛

紀

真

昭

健

山

田

中

岡

豆

本

郷

北

池

村

高

辺

藤

飼

見

田

根

麒

藤

岡

村

　

　

岡

村

島

田

垣

野

本

原

藤

　

山

崎

葉

長

戸

浜

福

伊

岡

本

今

菊

野

日

渡

伊

小

里

増

山

小

佐

浅

木

北

堺

花

岡

川

富

板

星

藤

藤

加

原

秋

地

千

高知県バ ドミン トン協 会顧 間

財)日 本バ ドミン トン協 会参与

問

与

顧

参
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男

明

男

典

稔
　
一　
敏

昌

井

田

岡

弘

遠

岩

谷

益

財)日 本バ ドミントン協会専務理事

高 知 工 業 高 等 専 門 学 校 長

高知県バ ドミン トン協会理事長

高知工業高等専門学校学生主事

(lD全 国高等専 門学校体 育協 会

バ ドミントン競技専門部委員長

財)日 本バ ドミン トン協 会 理 事

0日 本バ ドミン トン協 会 監事

高知県バ ドミントン協会副理事

(ID全 国高等専 門学校体 育協 会

バ ドミントン競技専門部委員

大 会 委 員 長

大会実行委員長

大会副委員長

大 会 役 員 雄

夫

彦

雄

明

郎

男

一

義

英

克

由

昌

順

秀

根

橋

林

崎

野

田

井

関

高

竹

寺

西

山

油

一

武

郎

彦

司

暁

参

人

之

雄

夫

武

子

治

則

功

百

」

と
ハ

弘

　

昭

信

博

　

勇

武

勝

規

重

　

聡

智

芳

木

岡

崎

原

藤

沢

藤

藤

木

水

橋

田

村

井

松

名

平

浅

岩

上

加

神

工

佐

鈴

清

高

福

中

松

上

桑

剛

雄

亮

朗

人

弘

則

二

治

　

哲

直

宗

重

信

藤

藤

村

　

藤

山

松

頭

遠

加

西

所

伊

西

赤

龍
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立
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立
ロ
ル 技  役  員

競 技 役 員 長   財)日 本バ ドミン トン協 会理 事  西 野 昌 明

総 務 部 長   高 知 工 業 高 等 専 門 学 校 教 官  り|1峙   育

総 務 副 部 長 高知工業高等専門学校学生課長

四 国 地 区 高 等 専 門 学 校

バ ドミントン競技専門部委員

高知県バ ドミントン協会副理事長

高知県バ ドミントン協会副理事長

高知県バ ドミントン協会副理事長

高知県バ ドミントン協会副理事長

西

赤

中

松

上

桑

藤

オす

坂

原 俊 彦

松 重 則

村 聡 子

井 智 治

松 芳 則

名   功

原 憲一郎

瀬 良 子

本 博 勝

永 橋 優 純

山 崎 慎

亀 i畢 満 義

伊 東   手

土 井 雅 子

澤 田 明 美

総 務 委 員  岸 本 誠

競技 審判 部 長

競技審判副部長

哲 夫

純 郎

政 良

潤 子

知 子

上 田 真 也
,「  P′  」=
`′

ヽ 7工、 ′しヽ

本 隆 夫

高知県バ ドミントン協会審判部長

(tD全 国高等専 門学校体 育協 会

バドミントン競技専門部委員長

高知県バ ドミントン協会競技部長

高知県バ ドミントン協会競技委員

高知県バ ドミントン協会競技委員

高知県バ ドミントン協会競技委員

高知県バ ドミントン協会競技委員

高知県バ ドミントン協会競技委員

岡 良

村 隆

瀬 雅

松 圭

Iム

`[コ

司

彦

香

(主任)他 20名

岡 上 和 美

松 本 良 春

筒 井 郁 夫

岩

留

崎

田

本

黒

福

大

横

西

史
　
夫
　
雄

尚
　
公
　
和

嶋
　
田
　
久

三
　
前
　
時

中

　

岡

二
　
介
　
子
　
　
男

誠
　
啓
　
増

　

敏

田
　
田
　
林
　
　
岡

濱
　
町
　
岡
　
　
谷

一　

弘
　
清
　
修

弘
　
日
曰
　
善

木

澤

井

橋

平

国

福

徳

高知県バ ドミントン協会理事長

三 宮 義 一

西
　
水

近 安 良

山 敏 子

野 博 子

西 原   滋

恒 石 栄里子

池   寛 正

重
　
松
　
里
　̈
小

寺 村   孝

秋 山 由 理
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嶋 崎  治  沖 原 光 明  平 田

上 野 恵 馬  出 口 忠 彦  谷 本

足 達   昇 (主任)他 42名

高知県立高知東高等学校バ ドミントン部員

高知県立高知東工業高等学校バ ドミントン部員

高知県立高知九の内高等学校バ ドミントン部員

高知県立岡豊高等学校バ ドミン トン部員

浩

直

史
　
文

久 保 正 高

下 地 真 奈

審 判 補 助 員

14名

12名

14名

2名
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ロ第 34 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第23回 全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会実施要項

1 主   催 財)日本バ ドミントン協会,(オD全国高等専門学校体育協会
2 主   管 高知県バ ドミントン協会

(lD全国高等専門学校体育協会バ ドミントン競技専門部

高知工業高等専門学校

3 後   援 文部省,財)日 本体育協会,高知県,高知県教育委員会,0)高知県体育協会
南国市,南国市教育委員会,南国市体育協会

4 大 会 期 日 平成11年 8月 7日 (土 )・ 8日 (日 )
5 大 会 会 場 南国市立スポーツセンター

住所 〒783-00% 高知県南国市前浜1●4-3
TEL O(Ю -865-8015

6 競 技 種 目 団体戦 男子学校対抗
個人戦 男子・女子 各単・複

7 団体戦のチーム構成人員
監督,コ ーチ,マネージャー各 1名 ,選手 4～ 8名 とする。

ただし,欠員を生じ3名以下になった場合は失格とする。

8 参 加 資 格 (1)平成11年度0)日本バ ドミントン協会に登録を完了したもので,学校長が出場を
認めた者。

(2)団体戦,個人戦とも各地区から選抜されたチーム又は選手とし,こ れに開催校

の出場を加える。

地区割り,選抜数及び開催校出場枠は下記のとおりとする。

地 区 名 団体戦
男子個人戦 女子個人戦

単 複 単 複

北 海 道 1チ ーム 1名 1組 2名 2組

,に|    」ヒ 1チ ーム 2名 2組 2名 2組

関東・信越 1 2チーム 2名 2組 2名 2組

東海・北陸 | 2チ ーム 2名 2組 2名

近   畿 1チ ーム 2名 2組 2名 2組

中   国 1チ ーム 2名 2組 2名 2組

四    国 1チ ーム 2名 2組 2名 2組

九   州 2チ ーム 2名 2組 2名 2組

開 催 校 1チ ーム 1名 1組

計 12チ ーム 16名 16組 16名 16組

9競 技 規 則
10競 技 方 法

平成11年度帽)日 本バドミントン協会競技規則並びに本選手権大会実施要項による。

(1)各種日ともトーナメント戦方式により優勝を決定する。なお,3位決定戦は行
わない。

(2)団体戦は 1複 2単とし,複から試合を行う。また,同一選手が複・単を兼ねる

ことはできない。

組み合わせは,高知県バ ドミントン協会及び本選手権大会実行委員会の責任におい11組 み 合 せ
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表

参

，
一
　

●
Ｕ

て, 7月 26日 (月 )に作成する。

団体戦・個人戦とも第 1位から第 3位までを表彰する。

団体戦 1チーム当たり12,000円 ,選手 (団体戦出場者を除く)一人当たり1,500円 と

し,参加申し込みと同時に次の振込口座へ納入すること。なお,既納の参加料は返

還しない。

振込口座 金融機関名 四国銀行 南国支店
口座 種 別 普通預金
口 座 番 号 0781127
口 座 名 第&回全国高等専門学校体育大会

事務局 西原 俊彦
14 参加申し込み

平成11年 7月 23日 (金 )ま でに所定の申込用紙を2部作成し,本選手権大会事務局

宛に送付すること。

15 代表者会議 (1)日  時 平成11年 8月 6日 (金 )午後 3時から
(2)会 場 南国市立スポーツセンター会議室
(3)出席者 監督及び主将

16 開会式及び閉会式

(1)開会式 平成11年 8月 7日 (土 )午前 9時から
南国市立スポーツセンターにおいて行う。

(2)閉会式 平成11年 8月 8日 (日 )競技終了後,同競技会場において行う。
終了予定時刻 午後 2時頃

17そ の 他 (1)服 装
① 競技時の服装は,自色又は財)日本バドミントン協会審査合格品とする。
② 上衣の背面中央に必ずゼッケンをつけること。ゼッケンは,縦15m,横30m
の大きさで自の布地に黒又は濃紺で学校名及び氏名を日本文字で明記するこ

と。ただし,上衣に学校名が明記されている場合には氏名のみでよい。

③ 開会式,閉会式に参加するときの服装は,競技時の服装 (ユニフォーム)又
はトレーニングウェアとする。

(2)応急処置

選手の競技中の負傷については開催校が応急処置を施すが,その後の処置は当

該学校で行うこと。

(3)練 習
平成11年 8月 6日 (金 )午後 1時から午後 5時30分までの間,競技会場で練習

を行うことができる。

18 大会事務局 〒Ъ3-8508 高知県南国市物部乙200-1
高知工業高等専門学校 学生課学生係
第34回全国高等専門学校体育大会

第23回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会事務局

TEL 088-864-5625

FAX 088-861-5536
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1.本大会は,平成11年度財)日 本バドミントン協会競技規則並びに大会運営規定により実施いたしま

す。

2.選手は試合予定時刻の30分前 (各日とも第 1試合は開始予定時刻の15分前)ま でに会場に到着し

ておいてください。

3.競技進行の都合上,試合時刻又は試合コートを変更することがありますので,本部の放送に注意

してください。

4.本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後,10分経過してもこれに従わない

場合には,原則として棄権とみなします。

5.服装については,大会実施要項の通りとします。

6.大会はコート・マットを使用します。

7.全試合において,試合前 3分間の練習時間を設けます。ただし,コートに到着してからの時間と

します。

8.団体戦は,単・複同時に進行します。また,準決勝からは 2点先取をもって打ち切りとします。

ただし,複及び単 1は必ず試合を終了させます。

9.連続した試合については,10分間の休息時間を設けます。

10.準決勝以上は,4人線審で行います。

11.団体戦には,コ ート後ろにベンチを設けます。個人戦においては,監督ベンチを設けない予定で

す (全国高校総体等に合わせました)が,ご要望があれば代表者会議で決めさせていただきます。

12.試合中はコート外に出ないようにしてください。汗拭きタオル・ラケットなどは所定の位置のか

ごの中に入れておいてください。

13.競技区域内には出場選手及び監督・コーチ以外は立ち入らないでください。

14.閉会式は競技終了後直ちに行います。

15.所持品は各自の責任において管理してください。

16.体育館使用上の注意事項は厳守してください。

審 判 上 の 注 意 事 項

1.審判は,平成11年度財)日 本バドミントン協会競技規則並びに側)日 本バドミントン協会公認審判員

規定によつて運営いたします。

2.サービスジャッジはおきませんが,プ レーヤー並びに代表者から要請があれば主審の判断でつけ

ます。

-26-
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3.フ アイナルの場合は, 5分間以内のインターバルを設けます。

4.事故等の場合,主審及び審判長の審議の上,試合の継続又は棄権等の決定をします。

5.飛距離などシャトルの良否については主審が判断します。

6.汗などでコートが濡れた場合には,主審に告げてください。線審に処置させます。

体育館使用上の注意事項

1.当体育館において,学生としてのマナーに充分心掛けてください。

2.放送に注意を払い,集合に遅れないようにしてください。

なお,ホール及び空きコートでの練習は一切禁止します。

3.貴重品,その他の所持品は各自の責任において管理してください。

4.2階の観覧席は地区ごとの表示をしてありますので,その席を御利用ください。

5.全館土足禁上です。ビニール袋を用意しますのでそれに下足等は入れて下さい。

6.生ゴミ,空き缶・瓶の後始末をお願いします。会場に各ゴミ箱を設置しますので,そ こに処分し

てください。

7.着替えは更衣室で行ってください。

8.会場におけるフラッシユ撮影は御遠慮ください。また,携帯電話等の着信音が鳴らないように十

分お気を付け下さい。

9.シ ャヮー・ロッカーは有料です。
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,自 34 ロ 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第 23 ロ 全日本高等専門学校バ ドミン トン選手権大会

タイムテーブル

ただし,Tは団体戦,MDは 男子個人戦複,MSは 男子個人戦単, LDは 女子個人戦複, LSは 女子個人戦

単を示す。

開

予

時

始
■=′し

亥リ

1 2 3 4 5 6 7 8

第

日

9: 00 開
′、
7ヽ 式

9: 30 T-1 T-2 T-3 T-4

10 : 50 T-5 T-6 T-7 T-8

12 1 10 T-9 T-10 LDl LD2 LD3 LD4

13: 30 T-11 LD5 LD6 LD7 LD8

14 : 50 MDl MD2 MD3 MD4 MD5 MD6 MD7 MD8

15 : 30 MD9 M D10 M Dll MD12 LD9 L D10 L Dll

16: 10 M D13 MD14

16: 50 M D15 L D15

第

日

9 : 30 MSl MS2 MS3 MS4 MS5 MS6 MS7 MS8

101 10 LSl LS2 LS3 LS4 LS5 LS6 LS7 LS8

10: 50 MS9 M S10 M Sll M S12 LS9 L S10 L Sll L S12

11 : 30 M S13 M S14 L S13 L S14

12 : 10 M S15 L S15

13 : 10 閉
′ヽ
′ヾ

+
工ヽ
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団 体 戦 (丁 )

1ヒ  九

(九

州

州 )

自 _

(中   国 )

東   京
(関 東信越)

7

富   山
(東海・北陸)

奈

(近

良

畿 )

長   岡
(関 東信越 )

高   知
(開 催 校 )

仙 台 電 波

(東   北 )

Tl

T5 T7

T8

T3

T4

苫 小 牧
(北 海 道 )

有

(九

T9 T10
T ll

明

州 )

鈴   鹿
(東海・北陸)

新 居
(四

10

11

浜

国 )
12

T2

優
　
　
勝

一
一　
　
位

三
　
　

位
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1

齋藤大賀哉・鈴木文二郎

(都  立 )

安藤 俊雄・鹿屋 啓一
(詫  間)

立花 亮平・奥山 洋輔
(仙台電波)

山田 耕輔・有田 友紀
(北 九 州 )

横 山 弘・鍵山 泰一
(高  知 )

布村 直也・栗田 和幸
(奈  良)

大上 真樹・宮崎
(米  子 )

清水 智紀・奥田 雅史
(鈴  鹿)

男子個人戦複 (MD)

MD9 MDll

M D13 M D14
MD15

MD10 M D12

北野 靖樹・元木 大輔
(詫  間 )

郷内 吉瑞・菅原 彰則
(宮  城 )

成毛 章容・川路 武司
(東  京 )

桑原 敬司・畑野 直正
(宇  部 )

山口 育男・岡田
(舞  鶴 )

智

久保 俊也・稲葉 幸仁
(函  館 )

板橋 明智・吉開 亮介
(有  明 )

松澤 知紀・沢井 陽介
(富  山)

9

MDl MD5

MD6

MD7

MD8

2 10

3 11

MD2

4 12

5 13

MD3

6 14

篤
7

8

15

MD4

16

優

　

勝

二
　

　

位

〓
一　
　
位
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成毛

(東

郷内

(宮

章容

京 )

吉瑞

城 )

園上

(八

豊和

代 )

男子個人戦単 (MS)

M S13 M S14
M S15

佐野 雄一
(新 居 浜 )

MSl

MS2

MS3

MS4

MS5

MS6

MS7

MS8

奥山 洋輔
(仙台電波 )

10

11

12

13

０
０

山田 耕輔
(北 九 州 )

松澤

(富

知紀

山 )

MS9

M S10

久保

(函

俊也

館 )

M Sll

71ホす

(奈

清水

(鈴

直也

良 )

智紀

鹿 )

和田 賢悟
( 呉  )

森本
/=■
、r日]

栗田

(奈

賢司

松 )

和幸

良)

14

力,

岡 )
15

細川

(長

宮 崎

′」生
4ヽ｀

篤

子 )

横山

(高

弘

知 )
16

優
　
　
勝

二
　
　
位

〓
一　
　
位
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1

2

3

4

5

6

7

堀内 智美・臼井 真美
(都  城 )

岩本真木子・蔵重 慶子
(徳  山 )

大内真由美・村瀬

(旭  川 )

中尾 和美・村上 悌子
(富  山)

隠地 宏恵・川崎可南子
(奈  良 )

曽根原 黎・松平 佳津
(長  野)

山内 沙織・越智 彩美
(新 居 浜 )

岡田真理子・畠山 和恵
(秋  田 )

女子個人戦複 (LD)

LD9 L Dll

L D13 L D14
L D15

L D10 L D12

澤田 夏樹・小田 僚子
(苫 小 牧 )

冨樫紗也華・菅原

(秋  田)
彩

」元 由美・福本 弥生
(北 九 州 )

原井 綾子・中元 誓子
(大島商船 )

槍野 加奈・井上 絵美
(詫間電波 )

安藤 由夏・辻
(岐  阜 )

典子

岸本 尚子・槌田恵理香
(明  石 )

川畑 千尋・大山 美香
(東  京 )

9

LDl

LD2

LD3

LD4

LD5

LD6

LD7

LD8

10

梓
11

12

13

14

15

8 16

優
　
　

勝

二
　

　

位

三
　

　

位
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山内 沙織
(新 居 浜 )

中元 誓子
(大島商船 )

川崎可南子

(奈  良 )

三瓶かおり

(函  館 )

福本 弥生
(北 九 州 )

佐藤 拓美
(仙台電波)

熊谷 真帆
(沼  津 )

LSl

LS2

LS3

LS4

LS9

L S10

L Sll

L S12

岡田真理子

(秋  田 )

澤田 夏樹
(苫 小 牧 )

林 美紀子
(東  京 )

原井 綾子
(大島商船 )

隠地 宏恵
(奈  良 )

則元 由美
(北 九 州 )

槍野 加奈
(詫間電波 )

稲沢 理代
(石  川 )

女子個人戦単 (LS)

L S13 L S14
L S15

LS5

LS6

10

11

12

13

14

15

16

LS7

′
０

LS8

川畑

(東

千尋

京 )

優

　

勝

二
　

　

位

〓
一　
　
位
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選 手 名 簿

北 海 道 地 区

学 校 名 函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 小 原 寿 幸

コ チ

選   手   名
学

年

国

体

個 人

複 単

〈

久 保
とし

俊 也 5 ①
ヽ
ノ
ん
］ヽ

.ヽ な

不i音
.イ

葉
ゆき

幸
ひと

仁 4 ①

女 子 選 手 名
学

年

国

体

個 人

複 単

瓶 か お り 2 ①

学 校 名 苫小牧工業高等専 門学校

監   督 池 田 慎

コ チ 上 野 征 支

?it-)t- 黒 島   圭

選   手   名
学
　
年

団
　
体

個 人

複 単

さ  さ  さ    ひろ
佐 々 木  寛

0

文 ○

うめ ざわ が く

梅 沢 岳 ○

③ 田

なか

中
=さ
雅 史 ○

な か む ら

憲 互中 ホす ○

ざさ

山奇:
か つ

也官 勝 ○

田

なか

中 佑 樹 ○

夕■
代ニ 裕

あき

陽 ○

お お きわ し

史大 !睾 」士 ○

女 子 選 手 名

学
　
年

団
　
体

個 人

複 単

きわ

:睾 田 更
さ

樹 5 ① ②

′[

田

|,■ う

子′
Jヽ 僚 3

ヽ
ノ
４
¨ヽ

学 校 名 旭 川 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 遠 藤   剛

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名

だ手
■
~

年

団

体

個 人

複 単

1

うち ま  ゆ  み

真 由 美
■_
ノヽ 内 5 ②

2
し ら

瀬
あずき

ホ寸 梓 5 ②
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東 北 地 区

学 校 名 官 城 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 生 田 信 之

コ チ

?it-ir- 佐 藤 利 江

選   手   名
学
　
年

団
　
体

個 人

複 単

郷 内
:=

みず

瑞 ① ①

ナカ| あざ

彰
の り

菅  原 貝」 5
ヽ
ノ
汽
［
ヽ

学 校 名 仙台電波工業高等専門学校

監   督 佐 藤 敏 行

コ

マネージャー 佐 藤   翠

選   手   名
学
　
年

団

体

個 人

複 単

① 色
け い す|,

川  桂  輔 ○

お く やま

山
よう

洋 輔奥 ○ ② ②

た ち ば , うょう

立 花 亮 平 ○ ②

佐 藤

た.

大 地 ○

ち

千 葉 晴
さ

貴 ○

ち

千 賀 信 幸 5

あ
′′・
3(

だち

達
とも

矢ロ
日 洋 4 ○

き  さ  さ    やす    のう

佐 々 木  康  徳 3 ○

女 子 選 手 名
学

年

団
　
体

個 人

複 単

佐

とう

藤
たく

拓 ・ Y・1人 1 ②

学 校 名 秋 田 工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 田 畑 季 章

コ チ

??.-)r-

女 子 選 手 名

だ

`■
‐

年

団
　
体

個 人

複 単

おか    だ     よ  う  こ

岡  田  真 理 子 5 ① ①

2
|また|ヤ

自
円

ま か r

和 雀 i山
ヽ
ノ
石
［
〕、

3
と     力てし     さ  や  か

冨  樫  紗 也 華
4

す が わ ら あわ

彩菅  原 つ
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関 東信 越 地 区

学 校 名 東 京 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 西 村   亮

コ チ

マ不
~ン
ヤ
~ 赤石沢 菜 摘

選   手   名
だ´
」=

年

団
　
体

個 人

複 単

①
し

路
たけ

武 司川 ○ ①

堀 込 俊 良Б

テ ー・ コ ッ ク・ ヨー ○

し ら か わ とも

智 洋オす    り|| 4 ○

成
■ニ

■
`

あゝ

早 容 3 ○ ① ①

し ま や す

小 島 靖 弘 3 ○

こ    みね    まさ    と

小 峰 真 人 ○

０
●
阿 部 フL 洋 2 ○

女 子 選 手 名

だ●
■
~

年

団

体

個 人

複 単

かゎ    ばた    ち     ひろ
川  畑  千  尋 4 ① ①

はやし み  さ  こ

美 紀 子林 3 ②

3
お お や ま

美 香大 山 2 ①

学 校 名 長 岡工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 片 桐 裕 則

コ チ 田 辺 奈津美

マネージャー 田 中 陽 子

選   手   名
学
　
年

団

体

個 人

複 単

1

す

須 田

こう

弘
し

○

2
かぇり やま

山
とも

矢ロ
日鯖

・
`^
`同

○

3
ばやし    みら ひ ろ

小 林 倫 丈 ○

4
きとし

細   川 哲 ○ ②

5
か し つよし

樫   出 1司」 ○

学 校 名 長 野 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 植 木 良 昇

コ チ

?ir- it -

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

黎 5 ②

2
ま ,́

松
可ブ
¬
~ 佳 津 5 ②

学 校 名 東京都立工業高等専門学校

監   督 松 本 正 樹

コ チ 御 園   誠

?i.-)r- 宮 尾 大 樹

選   手   名
学

年

団

体

個 人

複 単

1

とう

藤
た  か  や

大 賀 哉齋
5 ②

2 鈴 ②
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東海北陸地 区

学 校 名 富 山 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 小 川 幹 夫

コ チ 丸 山 健

??.-ir- 永 森 雄 司

選   手   名
学

年

団

体

個 人

複 単

し ら・,

本寸 ハ薄i
¬フ
コ
~ 1 ○

2 」=′1:.ヽ 賀
ま

誠 2 ○

3
|`'J 田 友 哉 2 ○

=´

,

松
=わ

'睾

とも

知 紀 3 ○ ① ①

さわ    |ヽ     よう    すけ

沢 井 陽 介 3 ○ ①

⑥ 出

みず

水 康 仁 3 ○

た か lイたけ たくま

F■ 畑 琢 5 ○

なか だ

田中 臣 5 ○

学 校 名 岐 阜 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 橋 浦 正 史

コ チ 井 上 恵 美

マネージャー 北 倉 友 佳

女 子 選 手 名

だ多
■
~

年

団
　
体

個 人

複 単

あ^
安 藤 由 夏 ①

つ し の う

子辻 止 5 ①

学 校 名 沼 津 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 坂 本 信 男

コ チ 小 り|1 重 光

?i'-it-

女 子 選 手 名

学
　
年

団
　
体

個 人

複 単

く ま が い ま

真育と 谷 帆 ①学 校 名 富 山 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 山 腰   等

コ チ 中 り|| いずみ

?it-ir- 谷 ||1   由

女 子 選 手 名

学
　
年

団

体

個 人

複 単

1

ケ カ

尾

かす

和 美中 2 ①

t,',

子村  上  悌 5 ①

学 校 名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督

コ チ 松 田 正 徳

マネージャー 田 中 孝 徳

選   手   名
学

年

団

体

個 人

複 単

① :ヨ三

`月

み r

水
とも

智
さ

紀 5 ○
ヽ
ノ
る
０ ①

奥 田

まさ

雅 史 5 ○ ①

ぐ ら た1,し

′
lヽ i: 健 4 ○

湯
もと

本
たく

拓 也

や ま

根
ま

摩 二
=,́山

6
な か

l.リ

け ん

アヽ
■●中 健 2 ○

7
みず

水
こう

康 可′
■
~谷 2 ○

8
ひ力̀
し

ゆ き

東 幸 孝 1 ○

学 校 名 石 川 工 業 高等 専 門学 校

監   督 大 田 智加子

コ チ 東   生 恵

?it-it-

女 子 選 手 名

学
　

年

団

体

個 人

複 単

1
ぎわ

稲 ,尺 理 代 4 ①
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近 畿 地 区

学 校 名 舞 鶴 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 伊 藤 直 人

コ チ

?it-it- 細 見   司

学
　
年

団
　
体

個 人

ネ
'`

単

やま

山
ぐち

口

いく

育 男 ②

,,か ′:

田
きとし

智岡 ②

学 校 名 奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 中 田 敏 夫

コ チ 押 田 至 啓

?it-ir- 木 村 友 子

選   手   名
学
　
年

団

体

個 人

複 単

①
ぬの    しら    なお    や

布 村 直 也 ○ ① ①

2
や ま も と 」 さ あ さ

山 本 正 明 ○

く り

田

,r

和
ゆき

幸栗 ○ ① ②

きた し ら さとし

北   村 聡 ○

さかさ ばら

原
た か

榊 孝  浩 ○

■_
ノ`、

た に か す と

斗谷 ○

itや し や ま さと

史林 山 失ロ
Fl ○

Ｏ
υ

,.t 史安   川 ○

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

Fl 地 ,i 恵 2

かわ きさ

山奇 可 南 子川 2 ① ②

学 校 名 明石 工 業 高等 専 門学 校

監   督 松 井 誠 吾

コ チ

-vi-ir-

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

さ し も と をお

尚 子序 本 5

2 槌 田 恵 理 香 ②

-39-
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中 国 地 区

学 校 名 米 子 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 藤 田 忠 義

コ チ 谷 本 明 逸

松 本 徹 也

選   手   名
学

年

団

体

個 人

複 単

ざ き あ ,́I

宮  崎 ↑t 3 ① ①

お お 力てみ

上
まさ

真
き

樹大 3 ①

学 校 名 徳 山工 業 高 等 専 門 学 校

監    督 義 水 常 宏

コ チ

?r.-ir-

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

岩
も
`

本
ま    さ    こ

真 木 子 4 ②

くら しげ け い

子蔵  重  慶 4 ②

学 校 名 呉 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 若 宮 正 明

コ チ 垣 内 博 文

?i,-)r- 堅 田 泰 浩

選   手   名
学

年

団
　
体

個 人

複 単

和 田 悟
臣え
貝

5 ○
石 )
'こノ

とく     だ     こう

徳  田  浩
ち

4 ○

森
きさ

山奇: 裕 4 ○

,甫 佑
さ

己 4 ○

玄 場 勇 次 4 ○

た け な り

官 武 洋 成 4 ○

た か は し あさ
',

明高  橋 3 ○

=る
同 弘 晃メし 3 ○

学 校 名 字 部 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 米 浮 俊 昭

コ チ

マネージャー

選   手   名
学

年

団
　
体

個 人

複 単

桑 原
た か

司敬 5 ②

|=た

野 ||:

まさ

正畑 5 ②

学 校 名 大 島 商 船 高 等 専 門 学 校

監   督 吉 本 啓 二

コ

?it- )t -

女 子 選 手 名

学
　
年

団
　
体

個 人

複 単

原 井
あや

綾 子 ①
′うヽ
足ノ

子

●か

中
もと

,6 ① ②
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四 地  区

学 校 名 詫間電波工業高等専門学校

監   督 奥 山 真 吾

コ チ

マ 不
~ン
ヤ
~

選   手   名
学

年

団

体

個 人

複 単

1

あん

安 藤

とし

俊 雄 ①

2 |イ

い ち

啓 ①

3
きた

野

や|

靖 樹」ヒ ②

4
も と さ     だい

木  大
● け

車南几 ②

女 子 選 手 名

学

年

団

体

個 人

複 単

1

やり     の      か      な

槍  野  カロ  奈 ① ②

2 井 上 絵 美 ①

学 校 名 校学専等高業一　
一
∃浜居新

監   督 平 木 弘 一

チコ 西 谷 郁 夫

マ不
~ン
ヤ
~ 加 藤 万 喜

選   手   名
学

　
年

団
　
体

個 人

複 単

ヽ
ノ
石
［
ヽ

』
雄

さ
佐
の
野 ○ ②

´
宮
の
野
に
ヽヽ
１

た

ク
■

′′
人
ｒ
ｒ
“
浩 ○

堀 岡 克 弘 ○

ろ

＾
ロ
ハ

た
太

・つ
―

し

こ

了
つ

わ
和

だ
田 ○

大
＝
輔

お
越
ら
智 ○

′
０

』
順

か
敬

き
木

ま
真 ○

郵
茂
き
樹わ

昔
ロ
‐〓́橋 ○

Ｑ
０

べ
部
が
我
そ
“
日

一
大

＝
ｉ
面
旧 ○

女 子 選 手 名

学
　

年

団

体

個 人

複 単

〓
少 “
織

一
山
一
｛
内̈一

②
ヽ
ノ
ろ
］ヽ

ぐ
′
′
ノ

あ
，
一４

み
美

お
越
ち
智

学 校 名 高 知 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 赤 松 重 則

コ チ 岸 本 誠 一

?ir- rr -

選   手   名
だ

`■←

年

団

体

個 人

複 単

①
や ま さ さ

生山 1崎 日青 5 ○

横

や ま ひろし

山 弘 5 ○ ①

か ぎ ユ た い ち

鍵 山 泰 5 ○

野

な か |,い  いち ろう

啓 一 郎嗜! 4 ○

しま

津 秀
と
,ゝ
■と島 4 ○

みなみ

南
だ す け

大 介 1 ○

江

うち

内 行禾」 1 ○

す ぎ もと やすし

杉 本 慰 1 ○

学 校 名 高 松 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 岡 田 憲 司

コ チ 糸 瀬 智 成

マネージャー 福 浜 秀 樹

選   手   名
だ

`■
~

年

団

体

個 人

複 単

も|, も と |,ん

森 本 It

じ

司 4 ③

-41-
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学 校 名 有 明 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 中 島 洋 典

コ チ 山 下   巌

?it-it- 笠 間 由 里

選   手   名
学

年

団

体

個 人

複 単

1

か ね

子

さ(

作金 栄 ○

2
きか

坂
ぐち

国 浮 ○

3 ‐
ヲく

":ち

測 秀
あさ

‖ロ ○

4
¨た

板 橋
あさ

明 矢ロ
日

○ ②

5
よ し りょう    す1,

亮  介」 = 開 ○ ②

た け だ    たい    さ

田  大  樹武 ○

Itし

原

まさ

正 揮西 ○

いけ

池 Ш

かず

和 寛 ○

学 校 名 北 九州工業高等専 門学校

監   督 白 神   宏

コ チ

?i,-ir- 新 屋 五 月

選   手   名
だ
`■=

年

|り |

体

○

個 人

複 単

ます だ

田
た だ |よ る

増 忠
こム

`口

′r
′ヾ 幡

し、^ し  ろう

将 二 郎 ○

や ま きさ

山奇山 た彗 ○

4
や ま た

田 耕 輔山 ○ ① ②

5 育し

まる

丸

,`ぃ

_+―

スヽ ○

6
あ う

田
`も
友

,

有 紀 ○ ①

7
お く 0', をお

尚奥 本寸 仁 ○

8 田上 仔

女 子 選 手 名

学
　
年

団

体

個 人

複 単

1 貝」

もと

冗
=し
由 美 ① ②

2
´.(

■百
T田

もと

本 弥 生 ① ①

学 校 名 人 代 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 久保田   智

コ チ

マネージャー

選   手   名
学

　
年

団
　
体

個 人

複 単

その

園
うえ

上
とよ
巨

かず

矛日 4 ①

学 校 名 都 城 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 野 町 俊 文

コ チ 松 山 哲 男

マ不
~ン
ヤ
~ 柚木時 朱恵見

女 子 選 手 名

学
　
年

団
　
体

個 人

複 単

堀

うち

内
と
`,智 ②

うす

臼 井
ヽ

真 美 ②
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栄 光 の コ
し
一〓
ロ 録

大会 会場 1   位 2   位 位

第

回

旭

川

団 体 宮   城 長    岡 佐 世 保 釧   路

個 人
(複 )

山 本 和 徳
平 間 次 男
(官 城 )

小 林
池
(旭

俊 仁
為 弘
川)

阿 部 川頁 一
吉 井 正 浩
(苫小牧 )

個 人
(単 )

小 林
(旭

俊 仁
川 )

池   為 弘
(旭 川)

本 間 道 英
(長  岡)

第

回

宮

城

団 体 宮   城 旭   川 佐 世 保 長    岡

個 人
(複 )

昆 野 良 久
大 田 博 道
(宮 城)

裕
勇

小 野
松 浦
(宮 城)

小 山   馨
谷   茂 則
(福 井)

玉 村
小竹原
(福

嘉 男
勝 浩
井)

個 人
(単 )

昆 野 良 久
(宮 城)

金 山 尚 幸
(高 松)

小 山   馨
(福 井 )

」ヽ 野  裕
(宮 城)

第

回

福

井

団 体 宮   城 長    岡 福    井 旭   川|

個 人
(複 )

土 田
土 田
(富

実

外志夫
山)

令堀
籍驚

)

永
(長 ,

小 野
松 浦
(宮 城 )

裕
勇

弘

城 )

行
実

大須賀
竹 内
(官

個 人
(単 )

大須賀 弘 行
(官 城 )

山 本
(旭

憲 幸
川)

金 山 尚 幸
(高 松)

ひとし

鶴)
大久保
(舞

第

四

回

米

子

団 体 長    岡 米   子 新 居 浜 鶴   岡

個 人
(複 )

中 本 泰 司
山 本 明 良
(米 子 )

山 田
大須賀
(宮

和 彦
弘 行
城 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸

(人 戸 )

涌 井 正 樹

神 田   実
(長 岡)

個 人
(単 )

中 本 泰 司
(米 子 )

日 野   豊
(新居浜)

勝 治
井 )

小竹原
(福

第

五

回

新

居

浜

団 体 新 居 浜 長    岡 米   子 宮   城

個 人
(複 )

神 田
涌 井
(長

実
正 樹
岡)

日 野   豊
砂 野 修 治
(新居浜)

田 沢
館 山
(人

寿 一
健 逸
戸 )

大須賀
工 藤
(宮

弘 行
洋 之
城)

個 人
(単 )

涌 井 正 樹
(長 岡)

日 野   豊
(新居浜 )

中 本 泰 司
(米 子 )

林
′_ 浩一郎
(長 岡)

第 」ヒ

九

州

団 体 米   子 宮   城 石   川|

個 人
(複 )

白 石 健 司

堀 内 敬 一

(新居浜 )

中 野
酒 井
(石

浩 之
充 英
川 )

浩一郎
孝 生
岡)

1,

ホす
(長

小 野 隆 則
小 島   克
(北九州 )

個 人
(単 )

状   浩一郎
(長 岡)

中 本 泰 司
(米 子)

山 本
(米

明 良
子 ) 城

1争 谷

茨

順

( )

第

七

回

奈

良

団 体 石    川 米   子 高   知 福   島

個 人
(複 )

酒 井
中 松
(石

充 英
章 一
川)

,尺

(福

康 一
員l  B召
井 )

南

平

伊 藤   浩
岡 十す 孝 生
(長  岡)

広 原
小 室
(茨

洋 司
勤 三
城 )

個 人
(単 )

小 田 高 博

(高 知 )
南   康
(福 井)

吉 見   正
(茨 城)

山 根 直 樹
(津 山)

第

八

回

東

京

団 体 福    島 新 居 浜 長    岡 富    山

個 人
(複 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城 )

坂 井 政 彦
前 田 栄 造
(富 山)

」ヽ
」ヒ

(

田 高 博
村   竜
高 知)

鶴 田 浩 康
秋 山   享
(新居浜 )

個 人
(単 )

小 田 高 博
(高  知)

山 根 直 樹
(津 山)

清 史
子 )

小 谷
(米

英

ス

西 夫中

東( )

第

九

回

苫

′
lヽ

牧

団 体 福   島 新 居 浜 旭   サll 東   京

個 人
(複 ,

大

田

場 岳 史
口 義 紀
(仙台電波 )

大 田
阿 部
(鶴 岡)

:毎

,告

城 戸 吉 己

秋 山   亨
(新居浜 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏

(東 京 )
個 人
(単 )

飯 塚 俊 三

(福 島)
酒 井 謙 一

(福  島)
秋 山   亨
(新居浜)
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種  目

砂 野 修 治
(新居浜)

新 居 浜

黒 沢 勝 敏
(福  島)



大会 会場 種  目 1 位 2 位 位

第

十

回

福

島

団 体 福   島 新 居 浜 佐 世 保 旭   '‖

個 人
(複 )

酒 井 謙 一

黒 沢 勝 敏

(福  島 )

飯 塚 俊 三

薄 葉   淳
(福 島 )

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京)

田 中 博 幸
山 口   誠
(佐世保 )

個 人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福 島)

飯 塚 俊 二

(福  島)
井 手 不ll 秀
(佐世保 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

第

十

回

鈴

鹿

団 体 佐 世 保 茨   城 津    山 都 立 工

個 人
(複 )

井 手 利 秀
渡 邊 清 隆
(佐世保 )

西 田 光 宏
谷 本 直 文
(高 知 )

金 浦 新 吾

横 井 善 充

(新居浜 )

薄 葉
福 田
(福

淳

健太郎

島)

個 人
(単 )

井 千 利 秀
(佐世保 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

薄 葉 t7

(福  島)
堀 部 豊 美
(苫小牧)

第

十

回

津

山

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 都 立 工 福   島

個 人
(複 )

六 嘉 孝 信
郷   健太郎
(熊本電波 )

~ 
也

｀
・   ・H巳壇  さ
 上  _莞
(嘉立工)

辻

木 下

(佐世保 )

勉

聡

西 村   雄
渡 邊 清 隆
(佐世保 )

個 人
(単 )

渡 邊
佐

隆

'青世保( )

元 吉 光
(都立工)

細 川1 智 之
(奈  良)

田 中 真 二

(宇 部)

第

十

回

新

居

浜

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 福   島 富   山

個 人
(複 )

隆
矢

渡 邊 清
i賓 野 達
(佐世保)

野 原 嘉 親
作 内 宗 明
(富 山)

利詔億
(暑居長)

若 林 政 昭
楢 原 健 蔵
(神戸市立)

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保)

久 保 正 高

(高 知 )
斎 貝

(秋 田)

第

十

四

回

育ヒ

本

団 体 熊 本 電 波 東 ス 福   島 新 居 浜

男

　

　

子

個 人
(複 )

中 島 信 頼
坂 巻 五 郎
(東  京 )

上 野 敏 弘
本 木   実
(熊本電波)

高 畑 憲 明

持 本 治 幸
(呉 )

高 畠
蔵 本
(石

茂
川 )

岡1

雄

個 人
(単 )

中 島 信 頼
(東 京 )

本 木   実
(熊本電波)

中 史 八
(旭 川)

高 畑 憲 明

(呉 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新居浜)

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良)

松 原
斉 藤
(旭

ゆかり

早智子
川)

中 村 律
及 川1 由
(一 関)

子

紀

個 人
(単 )

松 原
(旭

ゆかり
川)

上 野 真 奈
(高  知)

酒 本
(津

亜希子
山)

安 藤 里 美
(奈 良)

第

十

五

回

神

戸

団 体 福   島 旭    川 宇   部

男

　

　

子

個 人
(複 )

井 上 晃 志
井 上 大 輔
(新居浜)

田 尻 真
紫 垣 竜
(熊本電波 )

小 西
松 尾
(石

貴 生
富 雄
川)

松 E'
鎌 田

  ¬

、■小牧)聡
個 人
(単 )

中 村 一

(福 島
義

)

蔵 本
(石

茂 雄
川)

田 尻 真
(熊本電波)

安 藤   毅
(奈 良)

女

　

　

子

個 人
(複 )

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良)

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新居浜)

石 橋 友 加
平 田 宏 美
(有 明)

斉 藤
松 原
(旭

卓智子
ゆかり

川)

個 人
(単 )

安 藤 里 美
(奈 良)

松 原
(旭

ゆかり
川)

上 野 真 奈
(高 知)

平 尾 な み

(高 知 )

第

十

回

茨

城

団 体 宇   部 苫 イヽ 牧 福   島 新 居 浜

男

　

　

子

個 人
(複 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信
(有 明)

本 田 秀
松 原
(長 岡 )

輝

小 笹   優
渡 辺 秀 樹
(福  島)

井 上 大 輔
宮 本 誠 司
(新居浜)

個 人
(単 )

安 毅

(奈 良)
塩 見 浩
(新居浜)

松 岡 利 幸
(宇 部)

ルディ・ハンジャヤ

(鈴 鹿 )

女

　

子

個 人
(複 )

泉
築 城
(奈

真由美
久美子
良)

三 次 真 美
紫 垣 智 美
(熊本電波 )

平 田 宏 美
宮 本 理 恵
(有 明)

三 條 公美子
高 橋 千 春
(苫小牧)

個 人
(単 )

平 宏 美

(有 明)
紫 垣 智 美
(熊本電波 )

松 原
(旭

ゆかり
川)

谷 智 美
(呉 )
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本 木   実
(熊本電波)

石    川



大会 会場 種  目 1   位 2   位 位

第

十

七

回

'I(

十

団 体 宇   部 有    明 長    岡 奈    良

男

　

　

子

個 人
(複 )

安 藤   毅
岸 谷 征 典
(奈 良)

松 尾 勝 司
鎌 田   聡
(苫小牧 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信
(有 明)

松 原
高 橋
(長 岡)

輝

章

(

安 藤

良 )

毅 橋

(長 岡 )
安 田 春 二

(高 松)
牧 嶋 隆 光
(有 明 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

泉
築

真由美
久美子
良)

城
(奈

高 橋 千 春
戸子台 明日香
(苫小牧)

岩 佐
稲 田
(米

青 山
(秋

美 佳
真由子

子 )

美由紀
田)

福 島
渡 辺
(石

千 夏
真由子
川)

個 人
(単 )

泉   真由美
(奈 良)

ゆかり
川)

松 原
(旭

稲 田
(米

真由子
子 )

第

十

人

回

ノヽ

戸

団 体 苫 小 牧 有    明 佐 世 保 福   島

男

　

　

子

個 人
(複 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良)

鎌 田
井 ロ ー
(苫小牧 )

聡
イ予

板 橋 淳 一

古 橋   健
(仙台電波 )

磯 部 貴 弘
堺   博 明
(富 山)

個 人
(単 )

エディ・スウェイト
(久留米)

橋
長 岡( )

鈴 木 直 人
(福  島)

福 家 信 洋
(奈 良)

女

　

　

子

個 人
(複 )

平 田 宏 美

永 松 瑞 穂

(有 明 )

松 原
楠 野
(旭

ゆかり

由 佳
川)

寿 子
範 子
城 )

伊 藤
大久保
(宮

城
(奈

泉
築

真由美
久美子
良)

個 人
(単 )

紫 垣 智 美
(熊本電波 )

永 松 瑞 穂
(有 明 )

泉   真由美
(奈 良)

鴨 川1 奈 緒
(東 京)

第

十

九

回

舞

鶴

団 体 奈    良 函   館 北  九 州 呉

男

　

子

個 人
(複 )

浅 野 慎 吾

古 橋   健
(仙台電波 )

江 本 智 彦
小 池 幸 裕
(官 城)

前 田 孝 彦
園 田 高 士
(八 代 )

下 田 託 郎
小 川1   修
(苫小牧 )

個 人
(単 )

古 橋   健
(仙台電波)

本 山 宏 土
(呉 )

福 家 信 洋
(奈 良)

章

(長 岡 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂
(有  明)

真由子
久 美
子 )

稲 田
佐 藤
(米

植 松 悦 子
塩 崎 雪 乃
(新居浜)

寿 子
範 子
城 )

伊 藤
大久保

(宮

個 人
(単 )

紫 垣 智 美

(熊本電波 )

永 松 瑞 穂

(有 明 )
稲 田
(米

真由子
子 )

鴨 川
(東

奈 緒
京)

第

十

回

大

分

団 体 八   代 宇   部 旭   川| 佐 世 保

男

　

　

子

個 人
(複 )

江 本 智 彦
小 池 幸 裕
(宮 城 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良)

宮 崎 宏 志
川 田 恵 寛
(字 部)

渡 邊 泰 彦
高 橋 正 亘
(函 館)

個 人
(単 )

甲 斐 義 樹
(北九州)

宮 崎
(宇

宏 志
部)

辺

沢

(石

真由子
理 代
川)

伊 藤 聖 幸
(秋  田)

小 池 幸 裕
(官 城)

女

　

　

子

個 人
(複 )

森 崎 優 子

富 田 祐 加

(八 代 )

電島 川|
川 畑
(東

奈 緒
千 尋
京)

高 橋 千 春
戸子台 明日香
(苫小牧)

個 人
(単 )

紫 垣 智 美
(熊本電波 )

楠 野
(旭

由 佳
川 )

稲 沢
(石

理 代
川)

堀 内 智 美

(都 城 )

第

十

回

岐

阜

団 体 人   代 仙 台 電 波 苫 小 牧

男

　

　

子

個 人
(複 )

澤 田
横 山
(高

浩 介
弘
知)

斯 波 順 一

斉 藤 太賀哉
(東京都立)

板 橋 明 智
吉 開 亮 介
(有 明)

安 藤 俊 雄
鹿 屋 啓 一

(詫間電波)

個 人
(単 )

堺   博 明
(富 山)

今 村 悦 朗
(新居浜 )

大 江 祐 介
(岐 阜)

仲 山 久 也

(苫小牧 )

女
　
　
子

個 人
(複 )

奈 緒
千 尋
京 )

鴨
川

川

畑
(東

富 田
森 崎
(入

祐 加
優 子
代 )

渡 辺
稲 沢
(石

真由子
理 代
川)

野 裕貴枝
中 香 織
(新居浜 )

中

田

個 人
(単 )

鴨 ‖1 奈 緒
(東 京)

山 内 沙 織
(新居浜 )

堀 内 智 美
(都 城)

由 佳
川 )

楠 野
(旭
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個 人
(単 )



大 会 会場 種 日 1   位 2   位

第

|・

回

ノヽ

三

子

‖1 体 八   代 高   知 |11. 官    城

男

　

　

子

個 人
(複 )

鈴 木 崇 史

菅 原 彰 則

(宮 城 )

園 .L
岩 本
(八

豊 和
雄治朗

代 )

澤 田 浩 介

横 山   弘
(高  知 )

斎 藤 太賀哉
鈴 木 文二郎
(都 立 )

個 人
(単 )

成 毛 章 容

(東 京 )
滝 澤
(旭

貴 志
川 )

横 山

高

弘

( )知

澤 田 ,告 介
(高  知 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

堀 内 智 美

臼 井 真 美

(都 城 )

鈴 木 瑞 恵

」1 内 沙 織
(新居浜 )

東

稲 沢
(石

生 恵
理 代
川 )

川 畑
林

(東

千 尋
美紀子

京 )

個 人
(単 )

堀 内 智 美

(都 城 )
山 内 i少 織
(新居浜 )

稲 沢
(石

理 代
川)

東   久美子
(鹿児島)
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競技成績記録用紙
体戦
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人戦
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バ ドミン トン競技会場案内図

至国道 32号 線
四国横断 自動車道 (南 国I.C)

N
|
JRごめん駅

JR高知駅

↓
はりまや橋

ガソリンスタンド
凸

ホテル

松 栄

約 5分 1,000円程度
約 15分 1.500円程度
約35分 4.000円 程度
約35分 4.000円程度

高知大農学部

高知高専
―

卜
∞
―

春野総合運動公園

体育館

空港  ～ 競技会場 タクシー
ごめん駅～ 競技会場  ′′
高知駅 ～ 競技会場  ″
宿舎  ～ 競技会場  ′′

広

域
国道 55号

県道春野赤 岡線

ごめん町駅 (路面電車 )

レストラン(ネ レウス )

桂 浜

戸大橋 (有料 )

南国市立  高知空港
スポーツセンター

土佐湾

7~

浦戸湾
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手筋 2T日

宿 舎 周 辺 案 内 図

宿 舎
ホテル松栄別館

ホテル松栄第二別館

(TEL 088-822-3221)
(TEL 088-822-3231)

懇親会会場

リバーサイドホテル松栄

(TEL 088-832-3211)

2■
‐
日

1丁 目

薔 (ま り

´_―
‐~~｀ ^―  ■ ■,

1

,_.- - "-* t"

本町 3丁 目

山在

N飩Ⅲ
Áヽ
_L=…』 `9

2丁目

町 1丁 目
堺 町

宿舎

ホテル松栄第二別館
宿舎

ホテル松栄別館

リバーサイトホテル松栄

」(´‐

_´ ´ ― ―
´

|

店 人

-50-

至桟橋 (高知港 )
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中央公園
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第34回全国高等専門学校体育大会

共通広告目次

隆 祥 産 業 株 式 会 社

ニホンフラ ッシユ株式会社

大 塚 製 薬 株 式 会 社

株 式 会 社 穴 吹 工 務 店

阿 波 銀 行 株 式 会 社

奥 ア ン ツ ー カ 株 式 会 社

四国キヤンティーン株式会社

J   R   四   国

株 式 会 社 チ ド リ

日 本 テ レ コ ム 株 式 会 社

八 木 建 設 株 式 会 社

株 式 会 社 荏 原 製 作 所

株 式 会 社 岡 村 製 作 所

開発 コンク リー ト株式会社

株式会社ガイアート クマガイ

株  式  会  社  金  剛

株 式 会 社 四 電 工

株 式 会 社 銭 高 組

第 一 製 薬 株 式 会 社

徳 寿 工 業 株 式 会 社

東 洋 建 設 株 式 会 社

曰産火災海上保険株 式会社

株 式 会 社 日 立 メ デ イ コ

富 士 ゼ ロ ッ ク ス 株 式 会 社

富 士 電 機 株 式 会 社

理  想  科  学

(製  造  業 )

(製  造  業 )

(製  造  業 )

(建  設  業)… …………

(金融・保険業)… ………

(建  設  業)… …………

(卸 ・小売 業)……………

(運輸・通信・サービス業 )

(卸 ・小売業)

(運輸・通信・サービス業 )

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

(建  設  業 )

(製  造  業 )

(製  造  業 )

(建  設  業 )

(建  設  業 )

(卸 ・小売 業 )

(建  設  業 )

(建  設  業 )

(製  造  業 )

(建  設  業 )

(建  設  業 )

(金 融 ・保 険 )

(製  造  業 )

(製  造  業 )

(製  造  業 )

(製  造  業 )

……………… ll

……………… 11

……………… 12

……………… 12

―̈ 9

9

10

10

・13

・i3

………………………………………………………14

…………………………………………………… ,4

……………………………………………………… 15

……………………………………………………… 15

…̈………………………………………………… 16
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幅広くオリジナリティーあふれる製品群を生産していまt
常に次の時代に日を向け、新しい発想を育み、他には真似のできない独創性あふれる製品や

信頼性の高い商品を開発・製造しています
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香川工場 /香川県香川郡香南町池内958
TEL087‐ 879‐3131

本  社 /大阪市中央区南本町2■‐8
TEL06‐6262‐ 0871



素敵な暮らしを演出。

0

内装ドア
造作材

クローゼツト
下駄箱
収納家具

業界のパイオニア

ll -rr.r 77'y2:*t*tt
本 社 ・ 工 場

東 京 支 店

大 阪 支 店

福 岡 営 案 所

中四目営菫所

札 幌 営 業 所

北 海 道 工 場

1=773‐ 8504

¬=136-0082

〒
‐5420082

〒8120004

1=773-8504

1=067-CK)51

〒067-0051

徳島県小松島市横須町5番26号

TEL(08853)2-3431 F′ Xヽ(08853)5-00(,1

東京都江東区新木場 1丁目8番 10号

T巳_(03)3521-3431 FAX(03)3521-3477
大阪市中央区島之内 1丁 目8番 12号徳銀相産ビル7階

■ユ_(06)6252-8560 FAX(06)6252-8561
福岡市博多区榎田2丁 目2番2号

TEL(092)471‐ 1721  F′ Xヽ(092)412-1463

徳島県小松島市横須町5番26号

TEL(08853)2‐ 8971 FAX(08853)5‐ CЮ02

北海道江別市工栄町8番 12

TEL(011)385-2331  FAX(011)380‐ 2018

北海道江別市工栄町8番 11

T巳_(011)382‐3961 FAX(011)3802019
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もっと快適に、人を育てる命の器づくり。

■3Dラボ ■アメニティラボ ■マテリアルデザインラボ ロインテリアデザインラボ

地球との共生をテーマに、暮らしを取り巻く

すべての環境から、住まいを考えます。
「穴吹住環境デザイン研究所」は、「住まいは人を育てる命の器」を理念に、暮らしを取り巻くすべての環境から住まいを考えます。

大切な地球環境を守り.かけがえのない資源を有効活用し、より快適なこれからの住まいのありかたを追求する研究施設です。

lF加Ⅲい 3F
これから0住目鮨ロセプレゼンテーシ
ョン.■●感あふれる30ラ ボをはじめ

発■0"崚がより慎ヨ0■らしへこ嘉
内します.

・口内実験■
・大研修室 rアクリホール」
・30ラボ
・メモリアルホール
・ミーティング′レーム
・社員会饉「ラ・セツン」
・エントランスホール

自然 t取り入れた住■■のシミュレー
ション.u晴 け の性饉U崚事ど.住ま
いのマテリアルを

…

感していただ

き.ともに考えるスペースです.

・ストラクチャーラボ
・インテリアデザインラボ
・マテリアルデザインラボ
・アメニティデザインラボ

ホ栞0住まいづくりを
'う

インテリジ

ェンス●1:.スーバーグラフィックス
コンピュータなど出 の技

"モ
ロ使

し.曰々研究モ菫●てしヽます.

・研究室
・マルチメディアラボ
・ソフトウェアロ発室
・TⅥ研修室
・研修室
・ライプラリー

太■光を利用した0賣ユ省エネルギー
につtての研究などを行っています.
また.E上■は大切

…

■ぎのと

きを瀾曖していただく応警フロアです.

・応接室
・太疇光発電システム
・こ L級化システム
・太饉光採光システム
・穴欧工務店の口社

颯晏/0所在地 :香川県高松市林町22]7‐ 100菫地面積 :974874“●建築面積 :319032市●延べ床面積 :8863381i

インターネットホームページアドレス http://wwwanabuki.co.jp

塗、穴吹工務店

く設計…

“

工>建設大臣許可(特 -9)第 1478号 宅地建物取引彙免滸建設大臣(9)第 1545号 (■ )日 本高層住宅協会会員 (■ )日本リゾートクラブ協会会員/本社 :

〒7∞‐8520■川県高松市藤塚:町 1‐ 1,‐22 TEL:(087)035‐ 7,11(代 )/東京本社:〒 163‐0847東 京都新宿区西新宿2‐ 4‐ 1晰宿NSビ ル,3F TEL:(03)3343‐
“

51(代 )

/支社 :関東・関西・中国・四日・九州/支店 :東京・北関東・水戸・横浜・新滉・全沢・大阪・岡山・広島・■山・松江・お松・松山
・徳島・高知・福岡・籠本・大分

・宮崎・由児3/営業所 :福 3・
“

山・前橋・静岡・長野・松本・
=山
・福丼・京都・和漱山・鴫石・鳥取・福山・え亀・佐賀・長綺/ミ サワホーム●彙椰 :高松・

丸t・ 新居浜・松山・今治・大洲/強餞事業部 :高松・広島・松山・高知・億3・ 岡山・福岡・新居浜・福山

■■■■
■

□
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D
輝く未来へあなたとともに

ヽ ● 目波薇行
本店/徳島市西船場町2丁目24‐1 代表 (088)623‐ 3131

〈URL〉 http:〃www.awabank.co.lp
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ヽ

広島県総合グランド

MADE IN OKU
時代を追うのでなく、時代を創るスポーツステージを。

少しでも速く、少しても高く、少しても遠くへ…

人間が地球上に存在するかざり、

このテーマは永遠に変わることはありません。

より豊かなスポーツ社会づくりを目標にする奥アンツーカは

「人に社会に価値あるスポーツ環境」を企業コンセプトに、

これからも先進の技術でよりすくれた施設を提供してまいります。

スポーツ施設の企画 設計 施エ メンテナンス

⑩ 奥アンツーカ株式会社
四 国 支 店

中 国 支 店

徳島営業所

香川営業所

高知営業所

本   社

〒790-α)63

〒733-α)22

ヨ=770-0863

■‐761-1404

1=780‐ 8052

1=541-0059

松 山 市 辻 町 2番 20号

広島市西区天満町 6番 12号

徳島市安宅二丁目4番 46号

香川郡香南町大字横井234-16

高知市鴨部一丁目19番 12号

大阪市中央区博労町4丁目5番 3号

(089)927-0171

(082)291-5351

(088)655-6420

(0878)79-7115

(088)843-9111

(06)6252-3333
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CANTEEN
口 ■ ■ ■ ‐

■VI

気
持
ち
に
笑
顔
を
お
届
け
す
る

キ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ン
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ど
ん
な
に
忙
し
く
と
も
、

ど
ん
な
に
悲
し
く
て
も
、

気
に
も
留
め
な

い

心
の
奥
で

と
一台
心
つけ
る
安
ら
ぎ
の
場
所
が
あ
り
ま
す
。

冶ヽヽ
′)
′

/

ヽ
__▲四国キャンテイーン株式会社

CANTEEN(SHIKOKU)COMPANY, 1」 MITED

0761-0101香川県高松市春日町 1378番地
電言舌  087-843‐ 9639

蘭
日
目
日

匡

一嘘
一欝
露

嘔
口
‐~~‐―
・ ‐
‐■1

口膿==ヨ !

餞建曲脇贈

崎菫昼鶴日
‐
劃比L彗餞u

:D '

日 n"に
1菫室豊」蟄コ堕

-4-
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て
も
、



JR 四万十。大歩危列車の旅

JR四国 トロ ッコ列車出発

元祖トロツコ列車 清 流 し ま ん と 号 【1・ 2号】

川

転

月

月

窪

運

８

９

＜

|| ⇔ 宇和島 (しまんとグリーンライン )
日>

10月

11月

３‐

５

３

６

”

・

・

・

１

４

２

３

。 11 ・ 12・ 15。 18・ 19・ 23～26
・ 9～ 11 ・ 16・ 17・ 23・ 24・ 30・ 31
・ 7 ・ 13・ 14 ・20～ 23・ 27・ 28

※ 乗車券のほかに、座席指定券 (310円 )が必要です。

トロツコ列車

阿波池田

おおぼけトロッコ【1・ 2・ 3・ 4号】
⇔ 大 歩 危 (土讃線 )

<運 転 日>
8月  1～31
9月  11・ 12・ 15。 18・ 19・ 23～26
10月  2・ 3・ 9～ 11・ 16・ 17・ 23～31
11月  1～ 14・ 20～ 23・ 27・ 28

宇 和 島
11:19

十  川 ～ 江 川 崎
15:23      15:45

窪  川
14:40

宇 和 島
16:56

窪  川
14:01

流 しまんと
口万

ｎ
ι

達
月

ス|ア
イコ車

ロ
ハ
Ｅ
４発

口
八
圧
リ

当■

フ百

おおぼ け

卜ロ ッコ 1
阿波池 田

10:53

阿波池 田

14:30

大 歩 危
13:02

大 歩 危
15:32

阿波川 口 ～ 大 歩 危
11:12      11:37

阿波川 口 ～ 大 歩 危
14:53      15:16

大 歩 危 ～ 阿波川口

13:02      13:29

大 歩 危 ～ 阿波川口

15:32      16:11

大 歩 危
11:37

阿波池 田

13:46

阿波池 田

16:32

おおぼけ

トロッコ 3号

おおぼけ
トロッコ

おおぼけ

トロッコ 4号

-5-

莉
回
一 1

盤1壷
= =: ′“
′
″L l

」ロ

夕ll 車
ん,
イコ 発 駅 卜ロッコ乗車区間 着 駅

清流 しまんと
1号

江 川 崎 ～ 土佐大正

12:35      13:26

※ 乗車券のほかに、座席指定券 (310円 )が必要です。

肇 国璽国

litr ,l 
1

，
１
１

トロッコ乗車区間

大 歩 危
15:16



u・BEX コニカビジネスマシン徳島県下総代理店
日立OA機器特約代理店開師

^|◎

各
｀

/り
ιL_

株式会社 平 R il
ノ  E  _′

本  社 〒770-0943徳 島市中昭和町 2丁目8の 1
TE:[_(088)625-()234  F A× (088)625-0828

〒773-0001小松島市小松島町字外開23の 3

TEL(08853)2-0339 FAX(08853)2-1722

〒659-0052兵 庫県芦屋市伊勢町2-21
TEL(0797)35-3282 FA× (0797)21-2567

小松島支店

関西支店
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α
世
「
をつなぎあなたにつなく

日本テレコム

■■L」

平 ●

市外電話は∞ 88
国際電話はC041
インターネットはODN

お申し込み、お問い合わせはお客様センターヘとうぞ ④ 0088082(無 料)〔受付時間〕9:∞～2■∞ (年中無休 )
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八木建設株式会社

社

所

所

〈
ロ

，
Ｒ
Ц
ヨ

混

…

本

Ａｓ

営

80884-22-12070

80884-27-0812

80884-73-3460

グループ企業 総 合 土 木 業
産業廃棄物収集運搬業・処分業

八 木 総 業 有 限 会 社

同県 南  ク リ ノ
´

We are ecology supporter

県南クリ
ヽ ▲

■■■■   ″
′
限
社
有
会

至徳島

受入れ時間

受入れ条件

8:00^ウ 17:00 至徳島

県南クリーン

アスファルトガラ
コンクリートガラ

有限会社

■■ G§
S

清水ストアー

販売製品 再生砕石・再生粒調砕石

再生クラッシャーラン販売

南 1.6km 喫茶
サ ミット

ントリ

至日和佐

至 日和佐

‘
■
■
「

1贔
‐ ロ

阿南市津乃峰町西分176‐2

8-

資源を大切に′
美しι地 球を子供たちヘ

As舗装工事業・土木工事業・一般貨物運送業

徳島県阿南市見能林町大作半 1ノ 1

徳島県阿南市津乃峰町西分177-1

徳島県海部郡海南町大里字中須

資源を大切に

至相生
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地球のための「いいね」をもっと。
τ

^ ′ヘ_´  ヽ ‐
0口 ヽ
^

“

´′
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^r^^

株式会社荏原製作所
四国支店 高松市磨屋町2-8三井生命高松ビル

●08'-821-0211

|ゞ‐

スタジアム空間をトータルに御提案します。

オカムラは.会10のアロ気にフィットしたカラー.

菫れないデザイン.メンテナンスの簡易性.安全

性など.管理0と口客の双方がハ足できる快迪

な環境づくりをトータルに提案します.

よい品は結局おトクです

■■ロラ
株式会社 岡村製作所

お問い合わせ・ご相談は
高 松 支 店

0イ ンターネットでオカムラの●●,1“をご贅下さい.〔OKAMURA TODAY]hnP:″ WW.okamufa.(o.,P′

オカムラ・スタジアム用什器

L/F,*$i+, -C1E>,-l 7jlt"rl}l20'81-9060 t$-irt(f*Eek()a sio-'Prio!@ 〒760-0053

高松市口● 11‐ 5セントラル田町ビル
TEL.087-862-2625
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21世紀の環境クリエーター

C聞 半 コ ン 甲 』―卜騰 式 会 層ユ

本 社 香川県観音寺市瀬戸町二丁目14番 16号
8(0875)25-4131

スと鷹|″′ご百ιι嗜 づζグヘ,ガ1イアー ク́マガ|イカ1らの」だ案'

_覧鼈L
ス1自舅目′菫|百ノグータンセ″
θア2θ一θθ-77θ∂
0′多力活層 lψG「団曰ЧRIT

K u M A C A!

株式会社ガイフートグマガf
(旧社名 熊谷道路株式会社)

本  社/〒 162-0814東京都新宿区新小川町8-27
TEL(03)5261-9211(代 )

全国 11支店、1研究所、80営業所・29工場

四国支店/〒 76←0007  香川県高松市中央町14-10-41 善協ビル 3階
TEL (087)835-3386

卒業生 S56高尾 博文(四国支店 徳島営業所)H9高 見 禎秀(四国支店 徳島営業所)
Hl濱田 善雄(四国支店 徳島営業所) Hll桑岡 貴志(中国支店 広島営業所)

-10-



選手、皆様のご健闘を

お祈り申し上げます。

OA機器・オフィス家具・測量機器・測量用品・工事保安用品・製図設計機器
気象観測機器・教育機器・試験測定機器・試験機械・各種測定機械

県登録許可 (般 -8)2262号  機械器具設置工事

株式会社 金 剛
本   社

徳島営業所

阿南営業所

西営 業 所

〒770‐ 0845

〒771-0134

¬「 774‐ (K17

〒777-0(Ю 0

徳島市新内町 1丁目11番地の l TEL088‐ 637‐ 1177

FAX 088‐ 637‐ 1178

徳島市川内町平石住吉189番地l TEL 088‐ 637‐ 1177

FAX 088‐ 637-1178

阿南市見能林町大作半 1の l TEL 0884‐ 22-8185
FAX 0884‐ 23‐ 3165

美馬郡穴吹町穴吹字明連 2の 7 TEL 0883‐ 53-6310
FAX 0883‐ 53‐αX)7

あの町で、この街で。
四電工です。
豊かな生活空間づくりを企業テーマに、

ゆとりとうるおいのある快適空間をめざして。

私たちは、トータル・エンジニアリング・カンパニー四電工です。

`L
`■
フ

多
明 日をもっと快適 に

株式会社四 華工
本店 〒76(‐ 8田7高松市松島町1丁 目11番22号 8(087)836‐ 1111

徳島・高知・愛媛・香川支店、東京・大阪本部、広島支店

ヽ__ジ
0 0

ソtЭNDENKO

-11-



存在感、魅力あるスペース、独創 …̈。 いい建遺物には、そんな表現が当てはよります。
でも、人が何故集まってくるのかと言えば、そこにある優しさや信頼感からではないでしょう力、

我々は人に優しい空間を目指し、これからも期待に応えて行きます。

◎ 錢 高 組
URL hnpr//ww .en,lata co rp

それは人が集まる場所。
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日本観光旅館連盟。全日本シティホテル連盟会員

J 1 :L,

男女大浴場、BS、 ウォシュレット、無料ランドリー及び大駐車場完備

各学校の部活及びサークル活動の常宿として、ご利用頂いております

〒760‐ 0072 高松市花目町3]‐目5番‐5号 TEL087‐ 831‐0201(代)FAX087‐ 833‐9125

人と地球にあたたかな技術、ハートテクノロジー。

海の息吹、大地の鼓動、そして

都市の活気。地球の自然と快

通な生活の調和こそ、私たち

の願いです。人にあたたかな

技術を追究し,夢を確かなカ

タチに育て、感動の明日を築

いていきます。
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0東洋建設
東京都千代田区二番町8番 7

(TEL)03-5214-1801



あなたのカーライフを全面的にバックアップします。
´ ´

●●●
″ ●
●●●●●●

_‐  ●●●,,‐

新1電
L火災の
パワフルガード

」L

0 産火災海上保険株式会社

本 社 〒101-(047東京,千代田区内神田1-1-14日 立籠會||,1● ●(∞ )3292-81]1(代 薇)
■■■ht● :″"wは ocH―暉 d‐1出 にρ
支 店●北た■ (軋颯)261-郷 1●真lt(■●)221‐

“

11●茨■ (水戸)225-田150子菫225-5321● 北口賣 (大 8)643-1487● 東京3● 3‐ 1651
●贖発■達●3290-〕 6“●西日彙 (立川)528■ヽ10輌 浜3‖―

“

01●●口255-5271● 北瞳 (●沢)262-33910名 古■571-9]∞0京●2“‐調 2
●大曖

“

12-圏 1● 11戸24,-8]810中目 (広3)243-田 160四目 (`む )35卜 4ま�●九州lt(■ 口)713-5160九州● (●児●)223-572〕

HITACHI

日立メディコは、ME(メディカル・エレクトロニタス)専門メーカーとして、

開発から生産、販売、サービスまで一貫した体制のもと取り組んでおります。

診察される患者さんの立場にたった、やさしさを追求した製品で、

人々の健康のお役に立ちたいと思っています。

■
■
■
■
■

麺書波麟 ンステム 全身肛 Tスキャナンステム
Viねo3

MRイメーシングンステム
AIRIS・n

多目的X線達糧緻影ンステム
P●u,C

より正確な情報をスヒーディーに提供する最先端システム

-14-

|
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」

「息者さんへのやさしさ」それが私たちの目指す医療技術のコンセプトです。

株式会社日立メディコ
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DocuCentre tF*tt>e-l
オフィスのニーズに合わせた、次世代のネットワーク対応デジタル複合機。

fi ff o&;HL\et2r. Ff+;t*rt ot20-81-2209t<

o ? 1074052 xFs# trrF&2-17-22 TBo3(3s85)321 I tt f. aV 2 7**,*1t-

いい星:こしたも、
FuJl
冒 T」ヨ(E7『:OC

人と地球の未来に―生懸命です
私たち

…

よ 社会や産業|や生,活のさまざまな分野におヽ てヽ.グローハルな視点
から.人と地中暉場の未来を見つめてきまし′ヽ 私たちのエネルギーはあ.,■■る情熱と
●1瞳力。これからも.革新的なテクノロシーに桃職しつづける
ことによって、より良い地離村じv"に

"こ

厠歓して、ヽきます。富士電機
富士電機株式会社 四口支社
〒7∞―∞17石松市

=町
卜6-8(高松興●ビル)● (087)85,-9101

-15-

紙と電子の中心に、DocuCentre出現。 THE EЮ COMENr COMPANV
l:υりl XLR()X

紙文書をすばやく電子化し、電子文書を高速出力。
D∝ uCcntreのハードウエアとソフトウエアが、ドキュメントの新しい価値をつくりだす。

●
●

ヽ

―
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新孔版の理想科学

こ
=ユ ネットワークの現場で、進化した印刷機がぜひ必要です。

4=ユ

ε
=塾

′
′
′
′

ノ

NEヽV

鳳 N。通信ネットワーク印刷に。

LANの多枚数プリンタとして企業・スクー

ル内の全パソコンで共有できます。通信

不ツトワークにより、遠隔地での印刷も可能。

ベーバー原稿の印刷が、カンタン・速い。

安い。経費を大幅に削減できます。
プリント

'iり ,0牧  20拉  60枚  100枚 
“

0枚

■イ輌 3円  ,円 55餞 田餞  39餞  10:,

パソコンインターフェイス印刷に。

パソコンの多枚数プリンタとして、低コスト、

スピーデイーに活用できます。

ネ′トワーク時代の印0革命薔 性にテジタルプリンタ

リツグラフFR295♂V
理想輌格:1.400oЮ 円 (架台別・攪別 )

専門メーカーnlSOは .印刷機と消耗品の―■開発・生産体鶴により.皆様のごハ足を得る面贅・機能の保持に努めております。 ,tr a^ ) hflp://www.fiso.co.lpl

0理想科学工業株式会社
本社 〒108-8385東 京都港区芝5-34-7電話(03)5441-66“

パソコンネットワークの
最前線に、リソグラフ。

ご協力ありがとうございました

第34回全国高等専門学校体育大会実行委員会

-16-
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全国高専体育大会の歌

作詞

作曲
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大会ス回一ガン
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